
鋼 剣 沓 号 D列 39号 徘 類 |   ― ― 全 長 rrL   52 00cm 関 幅 ヨヒ    4 95cm
切 先 方 向 谷  奥 色 訓 1  5GY 6/4 現  存  長 50 85cm 茎 下 端 幅 1 42cm
面 ω 尾  根 lBl  谷 剣  身  長 望そ   50 20cm 突 起 の 位 置 推  17 40cm
×印 ω あ  り lBl な  し 刃 部 長 雁  32 80cln 奪J方最小幅の位置

重量 (含浸前 ) 3 重量 (含浸後 ) 805 0宜 今」 方 長 到 方下端 の位 置

A向脊 甲邑(a) B面脊 幅 (al 1 33cm ≡ 長 tt    1 80cm 最大幅の位置
〃  (b) 32cm 1 34cn 突  起  幅 突 起 部 脊 厚 0 80cm
〃  (C) 37cm 1 35cm 到 方最 小 幅 到 万 下 端 脊 厚 0 83cn
〃  (d) 38cm 〃  (d) 1 35cm 到方下端幅 長 大 幅 部 脊 厚 0 86cm
″  (e, 58cm 47cm 最  大  幅 関  著Б  脊  厚 0 98cm

特 徴
やや短かめで細い茎。突起の位置が低め。
刃部が長め。鋳甚ドナあり。

遺存状態  Ⅳ 最大幅部端部厚
関 端 部 厚

修理中の知見 刃部ほとんど残存せず。黒っぽい上が付着。九みのある茎部。 実測年月日
実 測 者

1994年 11月 14日

金 津 まり子
鉛同位体比

206/204 207/206 208/206
17 778 0 8725 2 1585

定量分析
Cu(O/n) n(‐/0, Pb(%) Ag(%)I As(%)I Bi(O/。 ) Co(%)I Fe(%)IM Ni(%)I Sb(°/0)IZn(DOm)

錆の蛍光X線

試  料 色  調
殺1冠 条 件 ユ (%) 測 定 条 件 2(隊 )

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A貿 Cu Sn Pb Fe As Si Al K Ca CI  S その

銅 剣 番 号 D列 38号 分 類 1-② 全 長 推  50 90cm 関 幅 穆記    5 40cm
切 先 方 向 1   谷  奥 5G 現 長 50 40cm 事 下 端 幅 1 59cm
面 lAl尾  根 lBl  谷 長 推   48 98cm 突 記 の 行 置 17 90cm
×印 lAl な  し lBl あ  り 刃 部 長 推 割方最小幅の位置 15 50cm

重量 (含浸前 ) 465 9g 重量 (含浸後 ) 452 0g 到  万  長 半    5 70cm 到 方下 端 の位 置 ヨZ   12 20cm

A画脊 甲昌(a) 45cn B面脊 幅 (a) 36cm 茎 長 1 92cm 最 大 幅 の 位 置 准   9 00cm
〃  (b) 43cm 〃  (b) 突 起  幅 fL    5 90cm 突 起 部 脊 厚 0 79cm
〃  (C) 46cm 44cm 到 方手証/Jヽに届 推  4 90cnl 到 万 下 端 脊 厚 0 80cm
〃  (d) 40cm 〃  (d) 51cm 奮H方下端 幅 推   6 10cm 最 大 幅 部 琴 厚 0 835cm
〃  (e) 53cm 5icm 最 大  WiH tt    6 50cm 関 部 脊 厚 0 925cm

特   徴 茎やや短かめか ? 遺存状態  Ⅲ 最 大幅部 端部 厚

関 端 部 厚 0 16cm

修理中の知見 金属質残存量多い。≧部側面にヒレ状の突起あり (甲張り)
日

者

月年
測
実
実

1994年 11月 11日
永 島 いずみ

鉛同位体比
206/204 207/206

17 614 0 8794 2 1691

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(% A質 (%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(ppm Ni(%)I Sb(%)IZn(DOm)

鈴の蛍光X線

試  料 色  調
測 定 条 件 1 (O/。 ) 誤J定 条 件 2(隊 )

Cu  Sn  Pb  Ftt  Rh  Ao Cu Sn Pb Fe As Si Al K Ca CI  S そのIl

銅 食|1番 号 D夕U37号 分 類 I   I-2-① 全 長 優   51 50cm 関 幅 5 30cm
切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 G5/4 現  存  長 51 40cm 茎 下 端 幅 1 58cm
面 ω 尾  根 lBl  谷 剣  身  長 ね見   49 40cm 宴 足 の イ立 漕 18 20cm

lAl あ  り lBl な  し 刃 部 長 η豆   31 30cm 劃万最小鴨の位置 15 70cm
重景 (含浸前 ) 468 8g 重量 (含浸後 ) 453 0質 今J 方  長 6 30cm 今U方下端 の位 置 12 30cm
A面春幅(al 25cm B面脊 幅 (a) 垂 長 2 10cm 最 大 幅 の 位 置 10 10cm

29cm 〃  (b) 30cm 突  起 幅 引竺    6 00cm 突 起 部 春 厚 0 82cm
〃  (C) 37cn 33cm 到 方最 小 幅 tt    5 25cm 到方下端脊厚 0 90cm
〃  (d) 35cm 〃  (d) 35om き」方下端幅 6 53cm 最 大 幅 部 脊 厚 0 95cm

50cm 〃   (e) 49cn 最  大  幅 6 69cm 関  部  脊  厚 1 055cm

特   徴 脊厚が厚い。長めの割方。 遺存状態   H 最 大幅部 端 部厚 0 14cm

関  端  部  厚 0 135cm

修理中の知見 元部で鋳型のズレと思われる段差あり。表裏で脊部の厚みが違う。
日
者

月年
測

実
実

1992年 7月 31日
足 立 克 己

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206
17 622 2 1691

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(O/。 ) A質 (%)I As(%)I Bi(%: Co(%)I Fe(°/0)山生n(DOm Ni(%)I Sb(0/a)IZn(。 っm)

錆の蛍光X線

試  料 色  調
浪」定 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(
Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu  Sn Pb Fe As Si  Al  K Ca CI  S そのtl
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銅 剣 番 号 D列 42号 分 類 |   
―

全 長 引笠   50 30cm 関 幅

切 先 方 向 谷   車 色 調 1  5G4/4 乳  存  長 49 60cm 茎 下 端 幅 rt    1 50om
面 ①  尾  根 lBl  谷 剣  身  長 推  48 00cm 窄 謂 の 作 署 コ笠   17 00cm
×E同 lAl あ  り lBl な  し 刃 部  長 推  31 00cm 今」方最小幅の位置

重量 (含浸前 ) 343 2質 重暑 (含浸後 ) 336 0g IU 方 長 割 方下端 の位 置

A面脊 幅 (a) 1 86cm B面脊 中昌(a) 1 36cm 茎 長 推   230伽 量 大 唱 の 1立 置

1 40om 〃  (b) 1 37cm 突  起  幅 突 起 部 脊 厚 0 75cm
〃  (C) 1.42cm 〃  (C) 1 44cm 今J方最小 幅 割 方 下 端 脊 厚 0 83cn

1 44cm 46cm 割万下 端幅 最 大 幅 部 脊 厚 0 82cm
〃  (e) 1 58cm 1.50cm 最 大 幅 関  部  脊  厚 0 93cm

特   徴 細 くて長めの茎。突起の位置が低め。 遺存状態  Ⅳ 最大幅部端部厚
関 端 部 厚

修理中の知見 残存状態悪い。端部はほとんど残存せず。 日
者
月年
測
実
実

1994年 11月 16日

金 津 まり子
鉛同位体比

206/204 207/206

17 423 0 8867 2 1769

定 量分 析
Cu(%) Sn(%) Pb(%) Ag(%)I As(O/6)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(っっm: Ni(°/。 )I Sb(°/。 )IZn(DDm)

錆の蛍光X線

試  料 色 調
狽J冠 条 件 1 (%) 測 定 条 件 2(%
Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  AF/ Cu  Sn  Pb  Fe  As  Si Al  K Ca Cl  S そのlL

銅 剣 番 号 D列 41号 分 類 |  
―

全 長 朝4   51 50cm 関 幅

切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1  5GY 5/4 現  存  長 50 97cm 茎 下 端 幅 1 65cm
面 ① 尾  根 ①   谷 剣  身  長 lt   49 65cm 突 起 の 位 置 推   18 40cn
×E口 ω 不  明 lBl ―― 刃 部 長 l■   31 25cm 割方最小幅の位置

重量 (含浸前 ) 292 0富 璽量(含浸後, 284 0g 劇  方  長 奪U方下 端 の位 置
A面脊 幅 (a) 40cm L3由 楽即昌(a) 1 33cm 茎 長 推   185∞ 最 大 幅 の 位 音

〃  (b) 1 33cm 突 起  幅 突 起 部 脊 厚 0 752cm
47cm 〃  (C) 1 37cm 到 方最 小 幅 91万 下端脊 厚 0 775cm

〃  (d) 45cm 〃  (d) 1 46cm 割 万 下端 幅 最 大 幅 部 脊 厚 0 795cm
〃  (e) 50cm 〃  (e 1 50cm 最  大  幅 関 部 脊 厚 0 88cm

特 徴
脊厚やや薄めで、A・ B面で脊にズレあり。
短かめの茎。

遺存状態  Ⅳ 最大幅部端 部 厚

関 端 部 厚
修理中の知見 残存状態悪い。白い錆が付着。

日

者

月年
測
損実
実

1994年 11月 18日

津 森 真 弓

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206
17 615 0 8808 2 1727

定 量分 析
Cu(%) Sn(%) Pb(% Ag(%)I As(%)I Bi(O/。 ) Co(%)I Fe(%)IMn(ppm Ni(%)I Sb(%)IZn(っ っm)

錆の蛍光X線

試 料 色  調
測 定 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(%)
u  Sn b Fe Sb A質 Cu Sn Pb Fe As Si Al K Ca CI  S その¶

9同 剣 沓 サ I     D列 40号 分 類  I   I-1-① 全 長 ヨと   51 95cm 関 幅 5 39cm
切 先 方 向 1   谷  興 色 調 1  5G4/4 現  存  長 51 60cm 茎 下 端 幅 1 495cm
面 lAl尾  根 (Bl  谷 剣  身  長 tt   49 90cm 饗 己 の イ立 菅 半   18 40cm

lAl あ  り ①  な  し 刃 部 長 推平 31 45cm 割万最小鴨の位置 16 60cm
重量(含浸前) 445 6富 重量 (含浸後 ) 427_0宣 斉U 方  長 ヨF   5 525cm 到 方下端 の位 置 ヨ『   12_925cm
A面脊 中邑(a) 1 33cm B面脊 幅●) 335cm 茎 長 2 05cm 最 大 幅 の 位 置 11 40cm
″  (b) 1 315cm 36cm 突  起  幅 tt    5 90cm 突 起 都 脊 厚 0 723cm
〃  (C) 1 42cm 〃  (C) 1 425cm 到 方最 小 幅 lt    5 30cm 斉U方 下 端 春 厚 0 775cm
〃  (d) 455om 〃  (d) 42cm 到 方下端 幅 平   6 455cm 最 大 W昌 部 脊 厚 0 80cm
〃  (e) 1 55cm 〃  (e) 52cm 最 大 幅 6 69cm 関 部 脊 厚 0 915cm

特   徴 脊厚が薄め。A面鏑やや不明瞭。
茎側面に甲張りおよび甲張りを落とした際の研磨痕残る。

遺存状態  Ⅲ 最 大幅部 端 部厚 0 165cm

関  端  部  厚 0^16cln

修理中の知見 幅広な貪U身。 日
者
月年
測

実
実

1994年 11月 15日

永 島 いずみ
鉛同位体比

206/204 207/206 208/206
17 640 0 8787 2 1684

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(%) A買 (%)I As(%) U/O) Co(%)I Fe(%)IMn(っom Ni(%)I Sb(%)IZn(ppm)

錆の蛍光X線

試  料 色  調
測 定 条 件 1(%) 測 冠 条 件 2(0/a
Cu  Sn  Pb  Fe  Sb Ag Cu Sn Pb Fe As Si  AI  K  Ca CI  S そのtl
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鋼 剣 番 号 D列 45号 分 類 全 長 詢坐   51 93cm 関

“

三    5 55cm
切 上 方 向 谷  奥 色 調 1  5G5/4 現  再  長 51 58cm ≡ 下 端 幅 1 77cm
面 ω 尾  根 lBl  谷 剣  身  長 49 70cm 突 起 の 位 置 18 75cm

lAl な  し lBl あ  り 刃 部 長 推  30 95cm 91万最小鴨の位置 16 50cm

重量 (含浸前 ) 343 7富 重景 (含浸後 ) 332 0宜 コI 方 長 5 85cm 割 万下端 の位 置 1290伽
A面若 幅 (a) 315cm Ll向 看 甲昌(a)1   1 275cm 茎 長 2_23cm 最 大 幅 の 位 置 9 80cm

1 32cm 〃  (b) 1 345cm 突  起  幅 tt    5 85cm 突 起 部 脊 厚 0 645cm

1 36cm ″  (C) 1 385cm 到 方最 小 幅 勃ヒ    4 90cm 到 方 下 端 春 厚 0 675cm
〃  (d) 1 43cn 〃  (d) 1 43cm 到 方 下端 幅 rt    6 05cm 最 大 鴨 舌卜脊 厚 0 735cm
〃  (e) 1.64cm 〃   (e, 1       1 635cm 最  大  幅

“

圭    6 50cm 関  部  脊  厚 0 945cm

特   徴 脊厚
が薄く、A・ B面で脊にズレあり。

やや長めで大い茎。
遺存状態  Ⅲ 最大幅 郡端 部厚 0 14cm

関 端 部 厚 0 155cn

修理中の知見 元部で金属質残存量多い。幅広な茎部。元部で鋳型のズレあり。
日

者

月年
測

実
実

1994年 11月 21日

永 島 いずみ

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206

17 733 0 8768 2 1632

定 量分 析
Cu(%) Sn(協 6: Pb(% Ag(%)I As(%)I Bi(%) Co(O/。 )I Fe(%)IMn Ni(%)I Sb(%)IZn(っ っm)

錆の蛍光X線

試 料 色  調
演J冠 条 件 1(%) 狽]厄 条 件 2(%)
Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A質 Cu Sn Pb Fe As Si  Al  K  Ca Cl  S そのll

銅 剣 番 号 D列 44号 分 奴 1-③ 全 長 ℃昆   5X 65cm 関 幅 rt    5 20cm

切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1  5GY 4/2 現  存  長 51 30cm 茎 下 端 幅 1 69cm

面 ①  尾   標 lBl  谷 貪u 身  長 れ亘   49 90cm 突 起 の 位 置

い  な  し lBl あ  り 刃 部 長 狼   31 50cm 割万最小鴨の位置 16 50cm

重量 (含浸前 ) 390 3富 重景 (含浸後 ) 375 0g ξU 万  長 5 40cm 割 方下 端 の位 置 13 00cm
A面脊 幅僻) B面脊幅(al 茎 長 1 75cm 最 大 幅 の 位 置 11 00cn

〃  (b) 36cn 突  起  幅 5 33cm 乗 起 部 脊 厚 0 66cn

38cm 〃  (C) 44om 到 方最小 幅 推   4 90cm 今」方下端脊厚 0 71cm
〃  (d) 44cm 〃  (d) 43cm 育u方下 端 幅 推  5 98cnl 最 大 幅 部 脊 厚 0 76cn
′′  (e) 56cm 〃  (e) 58cm 最 大 幅 6 42om 関  部  脊  厚 0 86om

特   徴 奇厚
が薄め。元翼端部に甲張り。

茎がやや大めで短かい。鋳桂‖ナあり
遺存状態 最 0 14cm

O,17cm

惨避中の知見 茎下端面で鋳型のズレあり。粗い研磨痕。 嚢
測
衛
月
暑1選
飩
毎・ ⊆紺早

鉛同位体比
106/204

17 641

207/20(

0 8792 2 1680

定量分 析 聖
Pb( Ag(%)I As(%)I Bi (

錆の蛍光X線

試 料
1色
調

鋼 剣 番 号 D列 43号 分 類 1-(1) 全 長 lt   51 83cm 関 幅 推   5 45cn
切 先 方 向 谷   真 色 調 1  5G6/2 現  存  長 51 73cm 茎 下 端 幅 lt    1 60cm
面 ① 尾  根 lBl  谷 剣  身  長 朝ヒ   49 75cm 突 起 の 位 置 推  18 60cm
× 印 lAl あ  り lBl な  し 刃  部  長 IL   31 25cm 41方最小幅の位置 16 50cm

重量 (含浸前 ) 352 2宮 重量 (含浸後 ) 345 0宣 今J サデ 長 推平 5 85cm 今J方下端の位置 半  12 75cm
A面 脊 幅 (a) 1 34cm B面春 幅 (→ 1 355cm 垂 長 2 08cm 最 大 幅 の 位 置 11 00cm
〃  (b) 1 325cm 〃  (b) 1 39cn 突  起  幅 引ヒ    5 85cm 突 起 部 脊 厚 0 70cm

1 39cm 1 45cn 今U方最 小 幅 コヒ    5 10cm 割 方 下 端 脊 厚 0 735cm
〃  (d) 1 43cm 〃  (d) 1 49cm 考U方下端 幅 推   6 40cm 最大幅部脊厚 0 75cm
〃  (e) 1 595cm 〃  (e) 1 64cm 最  大  幅 コ圭    6 60cm 関 部 脊 厚 0 865cm

特 徴
脊厚が薄め。
元部に鋳推卜けあり。

遺存状態   Ⅲ (幅部端 部 厚 0 125cm

端  著Б ,享

修理中の知見 鋳掛けあり。やや幅広で扁平な茎部。靱性のあるコブ鈴が付着。
日

者

月年
測
損実
実

1994年■月16日
永 島 いずみ

鉛同位体比
207/206 208/206

17 668 0 8785 2 1689

定 量分 析
Cu(%) Sn(%) Pb(%) A質 (%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(DDm) Ni(°/。 )I Sb(O/。 )IZn(DOm)

錆の蛍光X線

試 料 色 調
韻1定 条 件 1(0/a) 測 ‡ 条 件 2(隊
Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu Sn Pb Fe As Si  Al  K Ca CI  S その犯
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銅 剣 番 号 D列 48号 分 類 I 12① 全 長 推  51 40cm 関 幅 推   5 10cn
切 先 方 向 谷   奥 色 調 1   5G5/6 現  仔  長 50 70cm ≧ 下 端 幅 1 54cn

面 ① 尾  根 lBl  谷 父U 身  長 コ笠   49 50cm 突 起 の 位 置 18 30cm

CO な  し lBl不  明 刃 部 長 れと   31 20cm 制万最小鴨 の位 遭 推  15 00cm
重量 (含浸前 ) 395 3質 重量 (含浸後 ) 387 0宜 今J 方  長 〕ヒ    6 30cm 割方下端の位置 推   12 00cm
A面脊幅(al 42om B面脊幅(a) 1 39cm 茎 長 1 90cm 最 大 幅 の 位 置 IE   l1 00cm

1 43cm 1 40cm 突  起  幅 推   5 70cm 突 起 部 脊 厚 0 76cnt

1 45cm 〃  (C) 1 48cm 今U方最小 幅 推   5 25cn 考U方 下 端 春 厚 081飩
〃  (d) 1 46cm 〃  (d) 1 48cm 今U方下端 幅 推  6 30cn 最 大 幅 部 脊 厚 0 81cm

1 645cm 〃  (e) 1 63cm 最  大  幅 稚   65()cm 関 部 脊 厚 0 91cm

特   徴 B面脊の先端付近の筑あま� 遺存状態  I] 最大幅部 端部 厚 0 14cm

関  端  部  厚 0 10cm

修理中の知見 茎下端面に不定形な穴あり。幅広で短めの茎部。鋳をドナあり。
実測年月日
実 測 者

1994年 11月 25日

金 津 まり子

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206

17 539 0 8818 2

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(%) Ag(%)I As(°/0)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(っom Ni(%)I Sb(%)IZn(oOm)

錆の蛍光X線

試 料 色  調
演J冠 条 件 1 (%) 側 冠 条 件 2(%,
Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A宜 Cu Sn Pb Fe As Si Al K Ca CI  S その4

銅 御キ番 号 D列 47号 分 剰     
―

全 長 推   51 45cm 関

切 先 万 向 谷   興 色 調 1  5G5/4 現  存  長 50 70cm 垂 下 端 幅 1 60cm

面 ① 尾  根 lBl  谷 剣  身  長 tt   49 42cm 突 起 の 位 置 tt   17 70cm

lAl あ  り 刃 部 長 朝筆   31 75cm 到方最小幅の位置 TL  16 00cn
重量 (含浸前 ) 413 7宣 重量(含浸後) 391 0g 41 方 長 剖方下端の位置
A面春 幅 (a) 45cln B画脊 中邑(a) 茎 長 推    2 03cm 岳 大 幅 の イ亨 看 推   8 50cln

1 405cm 〃  (b) 突  起  幅 突 起 部 春 厚 0 76cm
〃  (C) 1 51cln 〃  (C) 割方最小 幅 到 方 下 端 脊 厚 0 795cm
〃  (d) 1 57cm 〃  (d) 到方下 端 幅 最 大 幅 部 春 厚 0 822cn

1^66cm 1 545cm 最  大  鴨 関 部 脊 厚 0 96cn

特   徴 刃部やや長め。
脊の先端に刻線あり。際取りか。

遺存状態  Ⅲ 最 大 幅部端 部 厚

関  端  部  厚

修理中の知見 端部の残存状態悪い。執性のある錆が付着。鋳と‖)あ り?
日
者
月年
測
浪実
実

1994年 11月 25日

津 森 真 弓

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206

17 643 0 8782 2 1671

定量分析
Cu(°/O) Sn(°/O) Pb(°/。 ) Ag(9/。 )I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(°/。 )IMn(DOm Ni(%)I Sb(%)IZn(oom

錆の蛍光X線

試 料 色 調
測 冠 条 イ牛 ユ (%, 測 定 条 件 2(%)
Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A質 Cu Sn Pb Fe As Si  AI  K Ca Ci  S その■

銅 剣 番 号 D列 46号 分 類 I   I-2-① 全 長 51 52cm 関 幅 5 17cn

切 キ 方 向 谷  奥 色 訓 1 5G4/0 現  再  長 51 52cm ≧ 下 端 幅 1 68cm

面 ω 尾  根 lBl  谷 剣  身  長 49 60cm 突 起 の 位 置 平  18 35cln
×E日 lAl あ  り lBl な  し 刃 部  長 31 25cm 割方最小幅の位置 16_00m

重量 (含浸前 ) 508 8買 重景 (含浸後 ) 468 0富 今U 方  長 平    6 15cm 今J方下 端 の位 置 平  12 20cn
A面脊 幅 (a) 1 29cm B面春 幅 (7al 30cm 茎 長 1 92cm 母 大 幅 の イヤ 漕 10 00cn

1 315cm 32cm 突  起  嶋 tE    5 85cm /41起 部 脊 厚 0 76cm

1 36cm 〃  (C) 39cm 到 方最 小 幅 5 15cm 考U方 下 端 蒼 厚 0 835cm
〃  (d) 1 46cm 〃  (d) 1 405cm 参U方下端 幅 平    6 44cm 最 大 幅 部 脊 厚 0 83cm
〃  (e) 1 535cm 〃  (e) 53cm 最  大  幅 6 565cm 関  部  蓉  厚 1 0Bcm

特   徴 端部に擦痕目立つ。茎端面が平坦で擦痕が目立つ。 遺存状態   I 最 大 幅部端 部 厚 0 13cn

関 端 部 厚 0 19cm

修理中の知見 全体に硬い錆に覆われる。残存状態良好。細かい研磨痕。
日
者
月年
測
損実
実

1994年 11月 22日

永 島 いずみ

鉛同位体比
207/206

17 656 0 8775 2 1655

定 量 分 折
Ciュ (%) 3n(%) Pb(χ A買 (%)I As(%)I BI(%) Co(%)I Fe(%)IMn(,っm) Ni(%)I Sb(%)IZn(DOm)

鋳の蛍光X線

試  料 色 調
測 定 条 件 1(O/a) 測 定 条 件 2(%)
Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Acr Cu  Sn Pb Fe As tt  Al  K  Ca CI  S そのlll
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9同 剣 呑 !号 I     Dテ H51号 分 類  I   I-1-① 全 長 tt   51 40cm 関 幅 推   5.25cm
切 先 方 向 1   谷  奥 色 詞 1  5G6/2 現  存  長 51 10cm 茎 下 端 幅 1 66cm
面 lAl尾  根 lBl  谷 剣 身 長 tt   49 40cm 突 起 の 位 置 18 50cm
×EΠ ω  あ  り lBl な  し 刃 部 長 tt   30 90cm 到方最小幅の位置 16 50cm

重量 (含浸前 ) 389 5宣 重量(含浸後) 380 0g 割  文ア 長 5 70cm 到 方下 端 の位 置 12 80cm
A面脊 幅 (ω 35cm B面脊 幅 (a) 32cm 華 長 2 00cn 景 大 幅 の 柿 署 11 00cm
〃  (b) 38cn 〃  (b) 36cn 突 え已 幅 5 51cm 突 起 部 脊 厚 0 66cm
〃  (C) 46cm ″  (C) 43cm 号U万最 小 幅 4 85cn 奪U方 下 端 脊 厚 0 745cm
〃  (d) 〃  (d) 44cm 奪U方下端 幅 6 13cm 最 大 幅 部 春 厚 0 74cm
〃  (e) 56cm 〃  (e) 最  大  幅 6 39cm 関 部 脊 厚 0 89cm

特   徴 脊厚
が薄い。

茎にタガネ状工具で切断したと思われる痕跡残る。
遺存状態  Ⅲ 最大 幅部 端部 厚 0 23cm

関 端 部 厚 0 19cn

修理中の知見 元部で鋳型のズレと思われる段差著しい。鋳桂Ⅳ)あ り。
日

者

月年
測
狽実
実

1994年 11月 29日
金 津 まり子

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206

17 653 0 8777

定 量分 析
Cu(%) Sn(°/。 ) Pb(%) A質 (%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IM■ (DOm) Ni(%)I Sb(%)IZn(ppm)

錆の蛍光X線

試  料 色  調 ・
gl冠
条 件 1(%) 測 定 条 件 2(%:

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu  Sn Pb Fe △s Si  Al  K  Ca CI  S そのtt

銅 剣 番 号 D列 50号 分 類 |   
―

仝 長 コヒ   51 90cm 関 幅

切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1  5G5/4 現  存  長 50 95cm 茎 下 端 幅 1 45cm
lal lAl尾  根 lBl  谷 剣  身  長 推   49,60cm 突 起 の 位 置 rt   19^oocm

lAl な  し lBl イ`  明 刃 部 長

“

圭   30 60cm 奪」方最小幅の位置

重量 (含浸前 ) 4 茎量 (含浸後 ) 405 0富 争U 方  長 到方下端の位置
A面脊 幅 (→ 33cm B面脊 幅 (a) 34cm 茎 長 推平 2 30cm 掃 大 幅 の 柿 活

〃   (b)1      1 365cm 〃  (b) 突 起 幅 突 起 部 脊 厚 0 875cm
〃  (C) 割 方最小 幅 到 方 下 端 脊 厚 97cm

〃  (d) 46cm 〃  (d) 37cm 到 方下端 幅 最大幅部脊厚 1 01cm
〃  (e) 50cm 〃  (e) 50cm 最  大  幅 関 部 脊 厚 1 15cm

特   徴 脊厚が厚く、A・ B面で脊がややズレる。
突起の位置が高め。細くて長い茎。

遺存状態  Ⅳ 最 大幅部 端 部厚

関 端  部  厚

修理中の知見 残存状態悪い。端部ほとんど欠損。九みのある脊部。金属質多い。
日

老

月年
測
嶺実
実

1994年 11月 30日

津 森 真 弓

勢同位体比
206/204 207/206 208/206
17 647 2 1678

定 量 分 析
Cu(°/O) Sn(%) Pb(0/。 ) A買 (%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(°/O)IMn(っっm) Ni(%)I Sb(%)IZn(ppm)

7 01 14 0044 1 0067 1 <ユ 014 1 085 1 <01

鈴の蛍光X線

試  料 色  調
測 定 条 件 1(0/6) 測 定 条 件 2(%
Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu  Sn Pb Fe As Si  AI  K Ca CI  S その‖

銅 剣 番 号 D列 49号 分 類 I  I-1-① 令 長 ヨ圭   52 78cm 関 幅 14    5 68cm
切 上 方 向 谷   興 色 調 1  5GY 4/2 現  存  長 52 33cm 茎 下 端 幅

“

上    1 78cn
面 lAl尾  根 ①   谷 父U 身 長 rE   50 50cm 突 起 の 位 置 推  19 00cm

lAl あ  り O な  し 刃 部 長 lt   31 50om r」方最小幅の位置 16 50cm
重量 (含浸前 ) 444 9FI 重量( 浸後 435 0富 今U 方  長 推 平  5 75cm 到 方下蛉 の

'置
半   13 25cm

A面春 幅 (a) 45cm B面脊 幅 (a) 1 495cm 華 長 2 28cm 予 大 幅 の 作 署 10 50cm
〃  (b) 1 46cm 〃  (b) l 51cm 突  起 推    6 20cm 突 起 部 琴 厚 窮圭    0 75cm

1 535cm 〃  (C) 1_545cm 91万最小幅 推   5 20cm 到 方 下 端 脊 厚 0 775cm
〃  (a) 1 605cm 1 62cm 割方下端 幅 推平  6 20cm 最 大 幅 部 春 厚 0 78cn
〃  (e) 1 77cm 〃  (e) 1 74cm 最  大  幅 tt    6 50cm 関 部 脊 厚 0 91cm

特   徴 脊幅
が広く、脊厚が薄め。突起の位置が高め。

大くて長めの茎。脊と翼の境、際取り明瞭。
遺存状態  m 最 大幅部 端 部厚 0 65cm

関 端 部 厚 0 95cln

修理中の如見 大く扁平な茎部。茎下端面に朱付着 ?粗い研磨痕。 実測年月日

実 測 者
1994FF ll月 28日

永 島 いずみ
鉛同位体比

206/204 207/206

17 665 0 8777 2 1665

定 量分 析
Cu(%) Sn(%) Pb(%) A宮 (%)I As(%)I Bi(%) Co(%, I Fe(%)IMn(DOm) Ni(%)I Sb(%)IZn(00m

鈴の蛍光X線

試 料 色 調 条 件 1 (%) 測 定 条 件 2(0/。
Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu  Sn  Pb  Fe  As  Si Al K Ca CI  S そのイ
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銅 剣 番 号 D列 54サ 分 類  I   I-1 令 長 lt   51 32cm 関 幅 5 34cm
切 先 方 向 谷   奥 色 調 1  56Y3 現  存  長 50 72cm 茎 下 端 幅 1 48cm
面 ① 尾  根 ①   谷 剣  身  長 4三   49 70cm 突 起 の 位 置 平  18 05cm
×印 lAl あ  り lBl な  し 刃  部  長 推平 31 65cn ぢJ万最小鴨の位置 16 00cn

章量 (含浸前 ) 361 7g 重量 (含浸後 ) 368 0々 今J 方  長 平   5 16cm 剖方下端の位置 平  12 89cn
A面脊幅(a) と 33om B面春 幅 (a) 1 36cm 率 長 1 62cm 最 大 幅 の 位 置 10 60cm
〃  (b) 1 36cm 〃  (b) 1 42cm 突  起  幅 半  5 735cm 突 起 部 脊 厚 0 675cm
〃  (C) 1 40cm 〃  (C) 1 46cm 今U方最小 幅 5 15cm 到 方 下 端 杏 厚 0 72cln
〃  (d) 1 505cm 今U方下端 幅 平    6 09cm 最大幅部脊厚 0 73cm
〃  (e) 1 515cm 〃  (e) 1 625cm 最  大  幅 6 46cm 音躊 脊  厚 0 87cm

特   徴 脊厚が薄
い。

やや短かめの割方。茎が短かくて細ψ
遺存状態   I 最 大幅部 端部 厚 0 145cm

関 端 郡 厚 0 205cn

修理中の知見 幅広な剣身。表面の調整良好。研磨痕。 日
者
月年
測
預実
実

1994年 12月 2日

永 島 いずみ
鉛同位体比

207/206 208/206

17 724 0 8766 2 1542

定量分析
Cu(0/a) Sn(%) Pb(% A質 (%)I As(°/。 )I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(ppm) Ni(%)I Sb(%)IZn(っ っm)

鈴の蛍光X線

試  料 色 調
条 件 1 (%) 測 定 条 件 2(%)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A貿 Cu Sn Pb Fe As Si  Al  K  Ca CI  S その4

銅 剣 番 号 D列 53号 分 類  I   III-1-② 全 長 侵   51 70cm 関 幅 割坐    5 43cm
切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1  5G5/4 乳 T 長 51 40cm 茎 下 端 幅 1 45cln

面 ω 尾  根 lBl  谷 剣  身  長 復  49 55cm 突 起 の 位 置 8 70cm

① あ  り ①  な  し 刃  部  長 復   30 85cm 割万最小鴨の位置 7 00om
重量 (含浸前 ) 4 重量 (含浸後 ) 403 0富 争J 万  長 5 00cm 到万下端 の位 置 3 70cm
A面 脊 印邑(a) 18cm B面脊 幅 (a) 1 30cn ≧ 長 2 15cm 最 大 幅 の 位 置 00cm
〃  (b) 21cm 〃  (b) 1 29cn 突  起  幅 lt    5 80cm 突 起 郡 脊 厚 0 75cm
〃  (C) 23cm 1 34cm 到 方最小 幅 ヨ4    5 10cm 今U方 下 端 脊 厚 0 79cm
〃  (d) 23cm 〃  (d) 1 34cn 考U方下 端 幅 4L    6 15cm 最大幅部杏厚 0 80cm
〃  (e) 42cnt 〃  (e) 1 45cコ 最 大 幅 引笠    6 60cm 関  部  脊 厚 0 88cm

特 徴
A・ B面で脊にズレあり。茎が細い。鋳建卜けあり。
やや短かめの刃部。割方やや短かめ。脊先端に亥」線あり。

遺存状態   H 最大幅部 端 部厚 0 065cm

関  端  部  厚 0 1lcn

修理中の知見 刃部の調整良好。 日
者
月年
測
実
実

日

子

月

ま
年
津

・９
金

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206

17 761 0 8750 2 1622

定量分析
Cu(%) Sn(0/。 ) Pb(% A質 (%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(DOm Ni(%)I Sb(%) Zn(ppm)

錆の蛍光X線

試  料 色  調
測 定 条 件 1(%) 測 冠 条 件 2(%)
Cu  Sn  Pb  Fe  Sh  Ag Cu Sn Pb Fe As Si  Al  K Ca CI  S そのrll

銅 剣 碁 号 D列 52号 分 類 |    
―

令 長 推  51 05cm 関 推    5 60cm
切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1  565/6 現 存 長 50 70cm 垂 下 端 幅 1 505cm
面 lAl尾  根 0  谷 剣  身  長 lt   49 00cn 突 起 の 位 置 18 10cm

①  あ   り lBl な  し 刃 部 長 rt   30 90cm 創万最小鴨 の位苦 推   16 00cm
重量 (含浸前 ) 338 9g 重量 (含浸後 ) 327 0富 到  方  長 喜ヒ    5 90cm 今」方下端の位置 推   12 20cm
A面春 幅 (a) 1 315cm B面脊 幅 (a) 1_24cm 茎 長 2 05cln 景 大 幅 の 柿 署 推   10 00cm

〃  (b) 1 30cm 突 起 幅 Itt    5 50cn 突 起 部 脊 厚 0 65cm
〃  (C) 36cm 〃  (C) 1 305cm 到 方最 小 幅 推   500伽 割 方 下 端 脊 厚 0 72cm
〃  (d) 1_395cm 〃  (d) 1 34cm ;U方下端幅 推  6 35cm 最 大 幅 部 春 厚 0 725cln

1 505cm 〃  (e) 1 445cm 最  大  幅 推   6 65cm 関 部 脊 厚 0 85cm

特   徴 脊厚が薄
い。

全体に飼があまし
遺存状態  Ⅳ 万とラ(中昌詈Бj時音躊ナ享

関 端 部 厚

修理中の知見 粒状の錆が付着。
日

者

月年
測
預実
実

1994年■月30日
永 島 いずみ

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206

17 762 0 8742 2 1619

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(0/6) A貿 (%)I As(%)I Bi(%) Co(協6)I Fe(И6)は砥n(DDm) Ni(%)I Sb(%)IZn(oOm)

鋳の営光X線

試  料 色 詞
測 定 条 件 1(%) 測 定 条 件 2 レ
Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu  Sn Pb 

「
e As Si Al K Ca CI  S その
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銅 会!1番 号 D列 57号 分 類  I  III-1-● 全 長 謝圭   52 12cm 関 5 37cm
切 上 方 向 谷  奥 色 調 1 5G5/6 現  存  長 51 87c難 茎 下 端 幅 1 69cm

面 ① 姥  根 lBl  谷 父U 身  長 朝七   49 80cm 突 起 の 位 置 平  18 325cm
×印 CO あ  り 0 な 刃 部 長 推 平 31 475cm 到方最小幅の位置 と6 00cm

重量 (含浸前 ) 399 3質 重量 (含浸後 ) 368 0g 今J 方 長 ヨ『     4 95cm 今1方下端の位置 半  13 375cm
A面春 幅 (a) 1 355cm 13向脊 甲昌(a) 29cm 茎 長 2 32cm 最 大 幅 の 位 置 10 70cn
〃  (b) 1 405cm 〃  (b) 突 起  幅 5 845cm 突 起 部 脊 厚 0 675cm
〃  (C) l 〃  (C) 考U方最 小 幅 5 19cm 到 方 下 端 春 厚 0 69cn
″  (d) 1 47cm 〃  (d) 1 435cm 到 方下 帰 幅 平    5 90cm 最大幅部脊厚 0 73cm
〃  (e) 1 62cm 61cm 最  大  幅 6 51cm 関 部 脊 厚 0 905cm

特   徴 脊厚
が薄い。茎が長めで茎端面に研磨痕あり。やや短かい今J
方。B面茎端面にタガネ状工具のあと。鋳とドすあり。

遺存状態  H 最 大 幅部端 部厚 0 17cnl

関  端  部  厚 0 18cm

修理中の知見 幅広な剣身。硬いコブ錆が付着。
日

者

月年
測
損実
実

1994年 12月 6日
永 島 いずみ

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206

17 854 0 8706 2 1550

定量分析
Cu(%) Sn(°/O) Pb(% Ag(%)I As(%) %) Co(%)I Fe(%)IMn(oom) Ni(%)I Sb(O/6)IZn(DDm)

鋪の蛍光X線

試  料 色 調
狽l厄 条 件 1(%) 狽J冠 条 件 2 (%)
Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A宜 Cu Sn Pb Fe As Si  Al  K Ca CI  S その犯

銅 剣 番 号 D列 56号 分 類  I   III-1-② 全 長 つ琵   5X 60cm 関 幅 5 47cn

切 先 方 向 谷   奥 色 調 1  5GY 5/4 現  存  長 51 30cn 茎 下 端 幅 1 655cn

面 ① 尾  根 0  谷 剣  身  長 Ю量   49 90cm 突 起 の 4立 置 半  18 麗5cm
×印 rAl な  し lBl あ  り 刃 部 長 復 平 31 075cm 割万最小鴨の1立置 16.50cm

重量 (含浸前 349 6宜 重昌 (含浸後 ) 338 0g 到  万  長 引F   4 525cm 今U万下 端 の位 置 Jt   13 50cm
A面春 幅 (a) と 33cm B面脊 中邑(a) 1 45cm ≡ 長 1 70cm 最 大 幅 の 位 置 10 50cm
〃  (b) 1 40cm 〃  (b) 1 47cm 突 起  幅 推   5 90cnl 突 起 部 脊 厚 0 62cm

(C) 1 51cm 〃  (C) 1 48cm 到 方最 小 幅 コヒ    5 20cn 今U方 下 端 春 厚 0 65cm
〃  (d) 1 59cm 〃  (d) 1 60cn 到 方下端 幅 推    5 70cn 最大幅部脊厚 0 70cm
〃  (e) 1 69cm 〃  (e) 1 70cm 坊克  ノく  中邑 6 55cm 関 部 脊 厚 0 79cm

特 徴
脊厚が広くて脊厚が薄い。A面茎の 2ヶ所の凹みに朱付着。
短かい剖方。茎が短かい。鋳掛けあり。

遺存状態   Ⅲ 最大幅部 端 部厚 0 16cm

関  端  部  厚 0 15cm

惨理中の知見 茎下端面に大きな穴。元部の凹みに朱付着。やや幅広な剣身。
日

子

月

ま
年
津

‐９
金

日
者
月年
測
実
実

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206

17 706 0 8769 2 1667

定 量分 析
Cu(%) Sn(%) Pb(%) Ag(%) As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn Ni(°/。 )I Sb(0/6)IZn(DDm)

錆のま光X線

試  料 色  調
測 定 条 件 1(%) 波J冠 条 件 2(%)
Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A宣 Cu Sn Pb Fe As Si  AI  K  Ca CI  S その軋

銅 剣 番 号 D列55号 分 類 I Ⅲ l② 全 長 lt   52 35cm 関 rt    5 15cm
切 上 方 向 谷   算 色 調 1  5G5/4 現  存  長 52 00cm ≧ 下 端 幅 1 70cm

面 lAl 尾  根 lBl  谷 剣  身  長 tt   50 35cm 突 起 の 位 置 19 00cm

lAl な  し lBl あ  り 刃 部 長 コ圭   31 35cn 考1方最小幅の位署 16 8()cn

重量 (含浸前 ) 366 9富 重量 (含浸後〕 375 0宣 到  方  長 平   5 35cm 今」方下端の位置 13 65cm

A面脊 幅 (a) 1 43cm B面春 幅 (→ 42cm 茎 長 2 00cln 最 大 幅 の 位 置 11 00cm
〃  (b) 1 46cn 〃  (b) 1 45cm 突 起  幅 推   5 50cm 突 起 部 脊 厚 0 588cm

1 52cm X 49cm 到 方最 小 幅 推   4 80cm 奪U方 下 端 脊 厚 0 622cm

1 535cm 〃  (d) 1 575cm 割 方下端 幅 推    6 10cn 最 大 幅 部 春 厚 0 60cm
〃  (e) 1 702cm 〃  (e) 1 645cm 最  大  幅 推   63()cm 関 部 脊 厚 0 77cm

特 徴
脊厚が非常に薄い。脊の際取り明瞭。突起の位置が高め。
茎下端近くにタガネ状工具による刻線残る。鋳とWす あり。

遺存状態   H 最大叩邑者Ь端 音Б厚 0 16cm

関  端  部  厚 0 17cm

修理中の知見 部分的に腐食状態が異なる (元部)。 茎部に垂直なタガネ痕。
実測年月日

実 測 者
1994年 12月 7日
津 森 真 弓

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206

17_739 0 8753 2 1626

定 量分 析
Cll(%〕 Sn(%) Pb(% A質 (%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(DDm) Ni(%)I Sb(%)IZn(っ っm)

鈴のよ光X線

試  料 色 調
測 定 条 件 1 (0/。 ) 測 定 条 件 2(%
Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu Sn Pb Fe As  Si  Al  K  Ca CI  S その犯
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銅 剣 番 号 D列 60号 分 類 I  H-2-① 全 長 推  5170伽 関 幅 JE    5 25cm
切 先 方 向 谷  奥 色 調 1  5GY 5/2 現  存  長 51 10cm 茎 下 端 幅 1 60cm
面 ① 尾  根 lBJ  谷 剣  身  長

“

そ   49 40cm 饗 起 の イす 苦 16 50cm
lAl あ  り lBl を 刃 部 長 推  32 90cm 割万最小嶋の位置 tt   14 20cm

重量 (含浸前 ) 421 9々 重景 (含浸後 ) 408 0g 季U 方  長 推    4 60cm 割 方下端 の位 置 11 90cm
A面春 幅 (a) 1 43cm B面脊幅(al 1 395cm ≡ 長 2 30cm 最 大 幅 の 位 置 1 00cm

1 42cm 45cm 突  起  幅 望4    5 95cm 突 起 部 脊 厚 0_815cm
〃  (C) 1 43cm 〃  (C) 1 535cm 推  5 40cm 到 万 下 端 脊 厚 0 86cm
〃  (d) 1 45cm 56cm 91万下端鴨 推   6 10cm 最 大 幅 部 脊 厚 0 875cm
″ (→ 1 52cm (e 最  大  幅 lt    6 30cm 関 部 脊 厚 0 94cm

特   徴 脊厚
がやや厚めで、A・ B面で脊にズレあり。

突起の位置が低い。刃部が長い。短かい今U方。
遺存状態  H 最 大 幅部 端部 厚 0 14cm

関 端 部 厚
修理中の知見 鋳掛けあり。部分的に粉状に腐食。やや丸みのある長めの茎部。

日

者

月年
測

槻実
実

1994年 12月 12日

津 森 真 弓

鉛同位休比
206/204 207/206

17 757 0 8744 2 1627

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(°/。 ) Ag(%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(っっm: Ni(%)I Sb(%)IZn(DDm)

鈴の蛍光X線

試  料 色  調
測 冠 条 件 1(%サ 測 定 条 件 2(%)
Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  AFr Cu  Sn  Pb  Fe  As  Si Al  K Ca Cl  S そのTL

鋼 剣 番 号 D列 59号 分 類 |    
―

全 長 ヨ圭   51 38cm 関 Tr    5 70cm
切先 方 向 1   谷  奥 色 調 1  5G4/4 現  存  長 50 98cln ≧ 卜 端 鴨

“

4    1 60cm
面 lAl尾  根 lBl  谷 剣  身  長 推  49 40cm 矢 起 の 位 置 事圭   18 80cm

①  な  し lBl あ  り 刃 部  長

“

圭   30 60cm 割方最小幅の位置 推  17 00cm
重量 (含浸前 ) 307 9買 重量(含浸後) 305 0g 到  方  長 rt    5 65cm 制方下端の位置 平 15cm
A面脊 幅 (a) 1 27cm B面奇 中邑(a) 1 345cm 茎 長 1 98cm 最 大 鴨 の 位 置 謝圭    9 90cna
〃  (b) 1 31cm 〃  (b) 1 32cm 突  起  幅 突 起 部 脊 厚 0 62cn
〃  (C) 1 325cm 〃  (C) 1 33cm 判方最ィト市 到 方 下 端 脊 厚 0 69cm
〃  (d) 1 37cm 〃  (d) 38cnl 割 万下端 幅 最 大 幅 部 杏 厚 0 71cm
〃  (e) 1 49cn 〃  (e) 1 525cm 最  大  幅 関 部 杏 厚 0 865cm

特   徴 鋒
から関まで脊厚の変化が小さく、全体に薄い。脊先
端から関まで脊の際取りきわめて明瞭。短かめの刃部。

遺存状態  Iv 最大幅部端部厚
関 端 郡 厚

修理中の知見 残存状態悪い。刃部ほとんど欠損。やや幅広な茎部。
日
者
月年
測
損実
実

1994年 12月 7日
永 島 いずみ

鉛同位体比
206/204 207/206

17 768 0 8742 2 1627

定 量分 析
Cu(%) Sn(%) Pb(%) Ag(%)I As(°/6)I Bi(0/6) Co(%)I Fe(%)IMn(ppm) Ni(%)I Sb(%)IZn(っ っm)

錆の蛍光X線

試 料 色 調
測 定 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(%
Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  AFr Cu  Sn  Pb  Fe As  Si  A K Ca CI  S その犯

銅 父U番 号 D列 58号 分 類 |    
―

全 長 引4   51 85cm 関 幅

切 先 方 向 谷  翼 色 調 1  5G4/6 現 長 51 35cm 茎 下 端 幅 1 48cn
面 ① 尾  根 lBl  谷 長 引圭   49 80cm 突 起 の 位 置 推  1850伽
×E日 ω  な  し lBl あ  り 刃 部  長 割ヒ   31 30cm 割万最小幅の位置

重量 (含浸前 ) 348 7rI 重量 (含浸後 ) 293 0富 到  ブテ 長 割 方下 端 の位 置

A面脊 幅 (a) 1 375cm B面春 幅 (● 1 29cm 茎 長 2 05cm 最 大 幅 の 位 置
〃  (b) 1 40cm 〃  (b) 1 34cm 突  起  幅 突 起 部 脊 厚 0 69cm
〃  (C) 1 41cm 〃  (C) 1 37cm 春U方最小 幅 到 万 下 端 脊 厚 0 71cm
〃  (d) 1 41cm 〃  (d) 1 40cm 到 方下端 幅 最 大 幅 部 脊 厚 0 74cm

1 56cm 〃  (e) 1 53cm 最 大  幅 関 部 脊 厚 0 81cm

特 徴 脊厚が薄い。細めの茎。鋳甚‖ナあり。
遺存状態  Ⅳ 最大 幅部 端部 厚

関 端 部 厚
修理中の知見 残存状態悪い。刃部ほとんど欠損。表面はクレーター状に腐食。

日

者

月年
測
韻実
実

1994年 12月 7日

金 津 まり子
鉛同位体比

207/206

17 751 0 8751 2 1660

定量分析
Cu(%) Sn(9κ l Pb(% A宣 (%)I As(°/。 )I Bi(%) Co )I Fe(%)IMn(ぅ 。m Ni(%)I Sb(%)IZn(っ っm)

錆の蛍光X線

試 料 色  調
測 定 条 件 1(O/6) 測 定 条 件 2(%)
Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A宜 Cu Sn Pb Fe As Si  AI  K  Ca CI  S そのrl
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銅 剣 番 号 D列63号 分 類  I   III-1-の 全 長

“

三   51 60cm 関 幅 ヨヒ    5 20cm
切 上 方 向 谷   奥 色 調 G5/4 現  存  長 50 55cm 茎 下 端 幅 1 64cm
面 lAl尾  根 lBl  谷 父U 身  長 れヒ   49 80cm 饗 をこ の 行 詈 18 70cm

lAl あ  り lBl な  し 刃  部  長 郵上   31 10cm 劃方最小幅の位置 16_50cm
重量 (含浸前 ) 397 4Fr 重量 (含浸後 ) 388 0FI 引 方 長 5 20cm 考U方下端 の位 置 13 50cm
A面春 幅 (a) l Zυ bCm B面春 幅伸) 28cm 茎 長 1 80cm 最 大 唱 の 年 漕 11 00cm

1 38cm 〃  (b) 突  起  幅 tt    5 85cm 突 起 部 脊 厚 0 67cln
〃  (C) 1 40cm 〃  (C) 31cln 割方最 小 幅 J4    5 05cm 割 方 下 端 脊 厚 0 69cm
〃  (d) 1 45cm 〃  (d) 36om 剃方下蛉 珈 推    5 90cm 最 大 幅 部 脊 厚 0_72cm
〃  (e) 64cm 56cm 青竜  ノ(  申邑 th    6 35cm 関 部 脊 厚 0 78cln

特   徴 脊厚が薄め。元翼端部に甲張り残る。
茎にタガネ状工具のあと残る。やや短かめの茎。

遺存状態  Ⅲ 最大幅部端部厚 0 12cm

端  部  厚 0 12cm

修理中の知見 扁平な茎部。D62の破片付着。 日
者
月年
測
韻実
実

1994年 12月 12日
金 津 まり子

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206
17 663 0 8776 2_1671

定量分析
Cu(0/6) Sn(%) Pb(%) Ag(%)I As(%)I Bi(0/。 ) Co(%)I Fe(%)IMn(DDml Ni(%)I Sb(%)IZn(OOm)
77_7 0 13  1   0 40   1  0 031 0065 1 0096 1  <1 <10

錆の蛍光X線

試  料 色 調
測 定 条 件 1(O/6) 測 定 条 件 2(O/6
Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A宣 Cu Sn Pb Fe As  Si  A K  Ca CI  S その犯

銅 剣 番 号 Dテ」62号 分 類  I   III-1-の 全 長 rt   51 85cm 関 幅 推    5 55cm
切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1  5GY 4 現  存  長 51 47cm 茎 下 端 幅 1.78cm
面 lAl尾  根 lBl  谷 剣  身  長 推  49 80cm 饗 記 の 柿 着 18 90cm

lAl あ  り lBl な  し 刃 部 長 推   30 90cm 号J方最小幅の位置 17 00cm
重量 (含浸前 ) 366 9g 重量 (含浸後 ) 354 0Fr ll 方 長 平   5.05cm 到 方下端 の位 置 半   13 85cm
A面脊幅(a)1   1 26cm B面脊 幅 (a) 1_285cln 茎 長 2 05cm 最 大 幅 の 位 置 10 90cm

(b)1      1 295cln 32cm 突 起  幅 5 88cm 突 起 部 脊 厚 0 59cm
〃  (C) 1 505cm 〃  (C) 45cln きU方最小幅 tt    5 15cm 割 方 下 端 脊 厚 0 62cn
〃  (d) 1 545cm 〃  (d) 54cm 今U方下端 幅 rt    5 95cm 最 大 幅 部 春 厚 0 685cm
〃   (e)1       1_72cm 〃  (e) 68cm 最  大  幅 推   6 60cm 関  音Б 脊  厚 0 84cm

特   徴 脊厚が薄
い。飼がややあまい。

茎が大い。やや短かめの到方。長めの元部。
遺存状態  H 最大幅部端部厚 0 14cm

関 端 部 厚 0 205cm

修理中の知見 扁平な茎部。刃部未調整。幅広な剣身。 日
者
月年
測
狽実
実

1994年 12月 13日

永 島 いずみ
鉛同位体比

206/204 207/206

17 733 2 1652

定量分析
Cu(°/6) Sn(%) Pb(% A質 (%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn oっ m′ Ni(%)I Sb(°/。 )IZn(DOm)

錆の蛍光X線

試  料 色  調
測 定 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(O/6)
Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A質 Cu Sn Pb Fe As  Si  A K Ca Cl  S その犯

飼 剣 番 号 D列 61号 分 類 I    H― ユ 全 長 引圭   51 90cm 関 幅 推  5 70cln
切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1  5G4/6 現  存  長 51 55cm 秦 下 鈴 幅 1 63cm
面 ω 尾  根 lBl  谷 剣  身  長 推  49 60cm 賽 起 の 作 清 17 80cm

lAl あ  り lBl な  し 刃 部 長 推  Bl^80cm rJ万最小鴨の位置 16 00cm
重量 (含浸前 ) 427 1 rF 重量(含浸後) 70g 4J 方 長 推    4 90cm 到 万下端 の位 置 12 90cm
A面脊 幅 (a) 36cm B面脊 幅 (a) 28cm 茎 長 2 30cm 城 夫 唱 の 値 置 1 00cm

33cm 〃  (b) 突 起  幅 tL    5 40cm 突 起 部 脊 厚 0 79cm
〃  (C) 38cm 〃  (C) 32cm 割 方最 小 幅 引ヒ    5 10cm 割 万 下 端 脊 厚 0 81cn
〃  (d) 43cm 31om ξU方下端幅

=圭

    6 10cm 最 大 幅 部 脊 厚 0 85cm
〃  (e) 55cm 〃  (e) 53cm 最  大  幅 6 59cm 関 部 春 厚 0_99cm

特   徴
やや長めの刃部。
割方がやや短かい。長めの茎。

遺存状態   Ⅲ 最 大幅部 端部 厚 15cm

関 端 都 厚 0 17cm

修理中の知見 元部の調整良好。九みのある茎部。 日

子

月

ま
年
津

‐９
金

日
者
月年
測
預実
実

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206
17 710 0 8767 2_1661

定量分析
CiJ(%Ⅲ Sn(%) Pb(°/。 A宮 (%)I As(%)I B %) Co(%)I Fe(%)IMn(DOmi Ni(%)I Sb(%)IZn(っ っm)

鈴の蛍光X線

試  料 色  調
測 定 条 件 1(%) 測 冠 条 件 2(%)
Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Aビ Cu  Sn Pb Fe As Si  AI  K  Ca CI  S その41
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鋼 剣 番 号 D列 66号 分 類 I   III-2 令 長 イと   50 45cm 関 tt    5 35cm
切 上 方 向 谷  奥 色 調 1  565/4 現 存 長 49 90cm 茎 下 端 幅 1 66cn
面 ① 尾  根 lBl  谷 剣  身  長 引笠   48 50cm 突 起 の 位 置 8 90c破
×EΠ lAl な  し lBl あ  り 刃 部 長 引笠   29 60cm 到方最小幅の位置 推 6 80cm

重量 (含浸前 ) 313 5Jx 重量 (含浸後 ) 302.0富 到  方  長 コ4    5 70cm 今J方下端の位置 推 3 20cm
A面脊 幅 (a) 32cm B面脊 幅 (a) 1 32cコ 暮 長 1 95cm 最 大 幅 の 位 置 0 10cm
〃  (b) 1_37cm 〃  (b) 1 38cm 突 起 幅 郵三    5 65cm 突 起 部 脊 厚 0 61cm
(C) 1 42cm 〃  (C) 1 46cm 推   4 80cm 到 方 下 端 脊 厚 0 67cm

〃  (d) 1 49cm 〃  (d) 1 47cm 奪U方下端 幅 推   6 15cm 最 大 幅 部 春 厚 0 68cm
〃  (e) 56cm 1 67cm 最  大  幅 Ft   6 55cm 関 部 脊 厚 0 82cm

特 徴
脊厚が薄く、A・ B面で脊がズレる。鋳掛けあり。
やや太めの茎。全長がやや短かめで刃部も短かい。

遺存状態  Iw 最 大 幅部端 部 厚 0 16cm

関 端 部 厚 0 16∽

修理中の知見 残存状態悪い。刃部ほとんど残存せず。幅広な茎部。
日

者

月年
測
韻実
実

1994年 3月 23日
吉 田   広

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206
17 798 0 8730 2 1605

定 量分 析
Cu(%) Sn(°/O: Pb(O/。 A質 (%)I As(%)I Bi(%) Co(И3)I Fe(物

`)IWIn(っ

っm) Ni(%)I Sb(O/n) Zn(ぅ。m

錆の蛍光X線

試  料 色 調 測 定 条 件 1(O/。 ) 測 冠 条 件 2(%
Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu  Sn Pb Fe As Si AI  K Ca CI  S そのFll

銅 剣 番 号 D列 65号 分 類 I   I-2-③ 仝 長 復  51 30cm つ見    5 40cm
切 上 方 向 谷  奥 色 調 1  5GY 5/2 現  幕  長 51 25cm 茎 下 端 幅 1 65cm
面 lAl 尾   根 lBl  谷 祭U 身 長 つ琵   49 10cm 突 起 の 位 置 17 00cm
×印 lAl な  し lBl あ  り 刃  部  長 ℃昆   32 10cm 割万最小鴨の位 置 4 90cm

重量 (含浸前 ) 416 7宜 重量(含浸後) 397 0g ●l 方 長 平    5 45cm 割 万 ド端 の位 置 半  ■ _55cm
A面 春 幅 (a) 50cm B面脊 幅舎) l.52cm 茎 長 2 20cm 最 大 幅 の 位 置 9 00cn

495cm 〃  (b) 1 55cm 交 起 幅 引と    6 00cm 突 起 部 脊 厚 0 89cm
〃  (C) 55cm 〃  (C) 1 50cm 今U万最 /1ヽ幅 14    5 30om 割 方 下 端 脊 厚 0 965cm
〃  (d) 1 585cm 〃  (d) 1 60cm 割 万下端 幅 推平  6 25cm 最 大 幅 部 春 厚 0 965cm
〃  (e) 75cm 〃   (e) 1 65cn 最  大  幅 6 765cm 関 都 脊 厚 1 035cm

特 徴
脊厚が厚く
突起の位是

、A・ B面で脊のズレが著しい。やや長めの刃部。
力y氏め。元部に3ケ所穿孔埋めたあとあり。

遺存状態  III 最大幅部 端部 厚 0 1lcm

関 端 部 厚 0 085cm

修理中の知見 鋳雑‖)と 思われる正円の穴 3ケあり。硬い錆が付着。
日

者

月年
測
韻実
実

1994年 12月 19日

津 森 真 弓

鉛同位休比
206/204 207/206 208/206
17 67rD 0 8769 1659

定 量分 析
Cu(%, Sn(身 6: Pb(°/。 : Ag(%)I As(%)I Bi(%Ⅲ Co(%)I Fe(%)IMn(っっm) NI(%)I Sb(%)IZn(DOm)

錆の蛍光X線

試 料 色 調 狽1冠 条 件 1 (%) 測 定 条 件 2(%
Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu Sn Pb Fe As  Si  AI  K  Ca CI  S その■

0同 剣 番 →チ I     D列 64号 分 類 2-① 全 長 Ю琵   51 50cm 関 幅 rt    5 20cm
切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1  5GY 5/2 現  存  長 51 35cm 茎 下 端 幅 1 73cm
面 ω 尾  標 lBl  谷 剣  身  長 復  49 60cm 突 起 の 位 置 18_40cm
×Eロ ω  な  し ①  あ  り 刃 部 長 仮  3120∽ 号」方最小幅の位置 16 00cm
重量(含浸前) 360 1富 重量 (含浸後 ) 348 0g 割  万  長 6 40cm 今U方下端 の位 置 12 00cm
A面脊 幅 (a) 29cm B面春 幅僻) 32cm ≡ 長 1 90cm 最 大 嘔 の 位 置 11 00cm
″  (b) 30cm 〃  (b) 38cm 突  起  幅 朝笠    5 80om 突 起 部 脊 厚 0 70cm
〃  (C) 42cn 〃  (C) 45cm 到 方最 小 幅 推  5 25cm 到 万 下 端 脊 厚 0 74cm

46cn 〃  (d) 46cm ll方下端幅 6 45cm 最 大 幅 部 脊 厚 0 75cm
〃  (e) 66cm 〃  (e) 59cm 最  大  幅 6 515cm 関  音Б 脊   厚 0 85cm

特   徴 脊厚が薄めでA・ B面で脊にズレあり。
長めの割方。太めの茎。全体に錆があまし

遺存状態   III 最 大 幅部 蛉 部 厚 0 14cm

関 端 部 厚 0 115cm

修理中の知見 扁平な茎部。表面の調整良好。 日
者
月年
測

実
実

1994年 12月 14日

金 津 まり子
鉛同位体比

207/206

17 676 0 8770 2 1636

定量分析
Cu(%) Sn(0/6) Pb(%) A質 (%)I As(%)I Bi(%i Co(%)I Fe(%)IMn 9つm Ni(%, I Sb(%)IZn(っ っm

鋪の蛍光X線

試  料 色  調
測 定 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(0/。 )

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A質 Cu Sn Pb Fe As Si  Al  K Ca CI  S そのrll
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銅 剣 番 号 D列 69号 分 類  I   I-1-① 全 長 コ4   51 25cm 関 幅 tt    5 50cm
切 先 万 同 1   谷  奥 色 調 1  5G5/4 現  存  長 50 45cm 垂 下 端 幅 1 68cm

面 ω 尾  根 lBl  谷 剣  身  長 推  49 15cnl 突 起 の 位 置 IE   18 40cm
し0 あ  り lBl を 刃 部 長

“

上   30 70cn 到万最小幅の位置 推  16 10cn
重量 (含浸前〕 422 0宣 章目 子浸後 ) 00g 割  方  長 推   5 60cm 割 方下端 の位 置 推  12 80cm
A面脊幅(a) 35cm B面脊 幅 (a) 1 375cm 茎 長 れヒ    2 10cm 最 大 幅 の 位 置 推  11 10cln
〃  (b) 〃  (b) 突  起  幅 推   5 70cm 突 起 部 春 厚 0 85cm
〃  (C) ″  (C) 42cm 考J方最 小 幅 推   4 ‰cm 到方下端脊厚 0 875cm

″  (d) 44cn 到 万 下端 鴨 推   6 10cm 最 大 WiH部 脊 厚 0 88cm
〃  (e) 1 545cm ″  (e) 1 645cm 貞莞  ノく  中昌 6 31cm 関 部 脊 厚 0 95cm

特   徴 脊厚が厚めで、A・ B面ぐ者に
ズレあり。

やや短かめの刃部。≧やや大め。
遺存状態  Ⅲ 最 大 幅部 端部 厚 0 14cm

関 鈴 部 厚

修理中の知見 表面がクレーター状に腐食。金属質残存。 製衝
月
暑1撃埠

15評
旱

鉛同位体比
206/204 207/206

17 694 0 8774 2 1661

定量分析
Cu(%) Sn(O/6) Pb(0/a) Ag(°/6)I As(%) (0/6 Co(%)I Fe(%)IMn(ppm)Ni(%) Sb(%)IZn(っ っm)

錆の蛍光X線

試  料 色  調
誤」定 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(%)
Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu Sn Pb Fe As  Si  Al  K  Ca CI  S その¶

銅 貪II碁 号 D列 68号 分 類  I   I-1-① 全 長 朝ヒ   51 30cm 関 幅 推   5 20cm
切 先 方 向 谷   奥 色 調 1  5G4/2 現  存  長 50 90cm ≧ 下 端 幅 1 585cm

面 lAl尾  根 ①   谷 剣  身  長 稚   4tJ 40cm 賽 起 の イマ 音 18 55cm
×印 lAl な D あ  り 刃 部 長 推  30 85cm η方景小幅の作漕 推   16 60cm

重暑 (含浸前 ) 重量(含浸後) 到  方  長 ヨ「     5 50cm 割 方下端 の位 置 平   13 05cm
A面春中昂(a) 40cm B面脊 嶋●) 1 27cm 茎 長 1 90cm 最 大 幅 の 位 置 10 80cm
〃  (b) 39cm 〃  (b) 1 26cm 突  起  幅 tt    5 60cm 突 起 著る春 厚 )885cn
〃  (C) 〃  (C) 1 28cm 到 方最小 幅 lt    5 00cm 手J方 下端脊厚 0 855cn
〃  (d) 1 405cm 1 325cn 今U万下端 鴨 コと    6 23cm 最 大 幅 部 脊 厚 0 88cn
〃  (e) 1 505cnI 1 475cm 最  大  幅 謝圭    6 60cm 関 部 脊 厚 0 95cm

特   徴 脊厚
が厚め。刃部やや短かめ。
B面突起部等タガネ痕残る。

遺存状態  H 最 大幅部 端部 厚 0 55cm

関  端  部  厚 0 45cm

修理中の知見 茎下端面で鋳型のズレが見られる。狙い研磨痕 (元部)。
日

者

月年
測

実
実

1995年 2月 7日

'I浦

俊―・永島いず房

鉛同位体比
206/204 207/206

0 8770 2 1664

定 量分 析
Cu(%: Sn(%) Pb(% Ag(°/。 )I As(O/6)I Bi(O/6) Co(%)I Fe(%)IMn Dpm′ Ni(%)I Sb(%)IZn(ppm)

鈴の蛍光X線

試  料 色  調
iRl定 条 件 1(%) 狽1冠 条 件 2(%)
Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A宣 Cu Sn Pb Fe As Si  AI  K  Ca CI  S その‖

銅 剣 摺ξ号 D列 67号 分 類  I  III-1-① 全 長 推   52 40cm 関 幅 tt    5 30cm

切 先 方 向 谷   奥 色 調 1  5G4/4 現  存  長 52 10cm 茎 下 端 幅 1 61cm

面 ① 尾  根 lBl  谷 剣  身  長 tt   50 40cm 突 起 の 位 置 9 30cm
×印 lAJ あ  り lBl な  1シ 刃  部  長 lt   31 10cm 判方最小幅の位置 7 00cm

重量 (含浸前 ) 399 3富 重昌 (含浸後 ) 387 0g 今J 方 長 半    5 80cm ,U方下端の位置 平 3 50cm
A面春 幅 (a) 1_37cm B面脊幅(a) 1 335cm 茎 長 2 00cm 最 大 幅 の 位 置 0 80cm

1 41cm 1 41cm 突  起  幅 推   5 70cm 突 起 部 脊 厚 0 68cm
〃  (C) 1 39cm 〃  (C) 1 43cn 割 方最 小 幅 推    5 03cm 争U方 下 端 春 厚 0 75cm
〃  (d) 1 51cm ″  (d) 1 495cm 奔H方下錦 幅 平    6 10cm 最 六 幅部脊厚 0 785cm

1 63cm 1 58cm 最  大  幅 6 415cn 関 部 脊 厚 0 905cm

特   徴 脊厚
が薄め。突連の位置が高め。

元翼端部に甲張りおよび鋳型のズレあり。
遺存状態   H 最大 幅部端 部 厚 0 155cm

関  端  部  厚

修理中の知見 鋒部および脊部に斜めの粗い研磨痕 (両面)。 幅広な茎部。
日

者

月年
測
狽実
実

1994年 12月 14日

永 島 いずみ

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206

17 717 0 8771 2 1668

定 量分 析
Cu(%) Sn(%) Pb(% Aα (%)I As(°/。 )I Bi(%) Co(勁

`)I Fe(%)l�
ln(DDm) Ni(°/a)I Sb(%) Zn(DOm

―
 | | | | |

鋪の蛍光X線

試  料 色  調
測 定 条 件 1(%) 測 定 条 件 2 (%)

Cu  Sn b Fe Sb A冥 Cu Sn Pb Fe As Si Al K Ca CI  S その
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銅 剣 番 号 I   D列 72号 分 劉     
―

全 長 推  52 10cln 関 幅

切 先 方 向 1   谷  奨 色 調 1 5G5/4 現  存  長 50 95cm 茎 下 端 幅 1 65cm

面 lAl 尾  根 lBl  谷 会‖ 身  長 t4   50 50cm 突 起 の イ立 漕 18 90cm
×印 lω  な  し ①  あ   七 刃 部 長 Tt   31_60cm ;‖万最小嶋の位置 推  1620伽
重量(含浸前)1    3548g 重量(含浸後) 344 0富 割  方  長 つこ    5,70cm 到 万下端 の位 置 ℃昆   13 20cm
A面 脊 中邑(a) 1 40cm B面脊 幅 (a) 1 43cm 茎 長 1 60cm 最 大 幅 の 位 置

〃   (b)1        1 44cm 〃  (b) 1 46cm 突  起  幅 突 起 部 脊 厚 0 72cm
〃   (C)1        1 45cm 〃  (C) 1 48cm 斉U方最 小 幅 引方下端脊厚 0 75cm
〃   (d)1        1 49cm 〃  (d, 1 48cm 割 万 下端 鴨 最 大 幅 部 脊 厚 0 77cm
〃   (e,1       1 60cm 1 60cm 最  大  幅 関 部 脊 厚 0 80cm

特 徴
脊厚が薄め。
茎がが太くて短かく、茎端面が平坦。

遺存状態  Ⅳ 最大 幅部 端部 厚

関 端 部 厚
修理中の知見 表面がクレーター状に病食。

日

者

月年
測
損実
実

1994年 3月 25日
吉 田   広

9「iN同位休比
206/204 207/206 208/206

17 762 0.8745 2 1610

定 量分 析
Cu(%) Sn(O/。 ) Pb(0/a) Ag(°/6)I As(%)I Ri(%) Co(%)I Fe(%)IMn(っ。m) Ni(%)I Sb(%)IZn(っ っm)

鋪の蛍光X線

試 料 色  調
測 定 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(O/n
Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu Sn Pb Fe As Si Al K Ca CI  S そのrl

銅 父U番 号 I   D列 71号 分 類 I   I-2-③ 全 長 推   51 76cm 関 幅 Ft    5 40cm

切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1   5G4/0 現  存  長 51 58cm 茎 下 端 幅 1 56cm

面 ω 尾  根 lBl  谷 剣  身  長 lt   49 50cm 突 起 の 位 置 17 70cm

し0 あ   り lBl不  明 刃 部 長 推   31.80cm 今」方最小嶋の位置 つ斑   15 60cm
重曇恰 浸前 | 468 8g 重量 (含浸後 ) 451 0富 手U 方  長 復   5 50cm 到 方下端 の位 置 わ己   12 20cm
△ lEl旱景中邑(a)1        1 32cm B面脊 幅 (→ 36cm 茎 長 2 26cm 最 大 幅 の 位 置 引4    9 50cm
〃   (b)1       1 34cm 〃  (b) 41cm 突  起  幅 tt    5 70cm 突 起 部 春 厚 0 75cm
〃  (C) 1.40cm 〃  (C) 44cm 剃方最小 幅 推   5 25cm 到 万 下 端 脊 厚 0 80cm
〃   (d)1        1 45cm 〃  (d) 50cm 劃万 下端 鴨 推    6 40cm 最 大 幅 部 脊 厚 0 83cm
〃  (e) 1 58cm 61cm 最  大  幅 推    6 70cm 関 部 脊 厚 0 94cm

特   徴 茎やや長めで茎端面が平坦。 遺存状態  Ⅲ 最 大 幅部端 部 厚 0 15cm

関 蛉 部 厚 0 16cm

修理中の知見 表面がクレーター状に腐食。
日

者

月年
測

波実
実

1994年 3月 24日
吉 田   広

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206

17 883 0 8681 2 1540

定量分析
Cu(°/。 ) Sn(°/。 i Pb(% Ag(°/6)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fo(%)IMn(ぅ。m Ni(%)I Sb(%)IZn(ppm)

鋳の蛍光X線

試 料 色 調 測 定 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(° /01

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A電 Cu Sn Pb Fe As Si  Al  K Ca Ci  S その4

鋼 剣 碁 号 D列 70号 分 類 I   I-2-③ 全 長 つ豆   51 00cm 関 幅 4 88cm

切 先 万 向 1   谷  奥 色 調 1 5G3/0 現  存  長 50 85cn 茎 下 端 幅 1 54cm

面 lAl尾  根 0  谷 貪U身 長 48 90cn 突 起 の 位 置 平 17 45cm

10 な  し lBl あ  り 刃 部 長 推 平 31 45cm 脅J万最小鳴 の位 苦 15 00cm

重景 (含浸前 ) 499 7富 重昌 (含浸後 ) 475 0g 到  方  長 IF    5 55cm ぞU方下端の位置 平  ■ 90cm
A面脊幅(a)1   1 33cm 13面脊 鴨 (a) 34cm 茎 長 2 10cm 最 大 幅 の 位 置 9 00cm

(b)1        1 33cm 36cm 突 起  幅 5 60cm 突 起 部 脊 厚 0 78cm
〃  (C) 1 33cn 〃  (C) 36om 判方最 /Jヽ 1電 4 94cm 到 方 下 端 春 厚 0 84cm
〃  (d) 1 36cm 〃  (d) 44cm 各J方下端 幅 ヨ「     6 20cm 最大幅部脊厚 0 86cm
〃   (e)1        1 53cm 55cm 最  大  幅 6 35cm 関 郡 脊 厚 0 92cm

特   徴 脊厚
が厚め。突起の位置が低め。

突起のタガネ痕よく残る。
遺存状態   I 最 大幅部 端部 厚 0 14cm

関 端 部 厚 0 16cm

修理中の知見 残存状態良好。細身でシャープなつくり。研磨痕。
日
者
月年
測
実
実

1994年 12月 16日

金 津 まり子

鉛同位体比
207/206 208/206

17 741 0 8754 2 1631

定 量分 析
Cu(%) Sn(%) Pb(%) Ag(°/。 )I As(%) (%) Co(%)I Fe(%)IMn(DOm) Ni(%)I Sb(0/。 )IZn(DOm)

鋪の蛍光X線

試  料 色 調
預J定 条 件 1(隊 測 定 条 件 2(%)
Cu  Sn b  Fe Sb A買 Cu  Sn Pb Fe As Si Al K Ca Ci  S その4
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銅 食!l番 号 D夕」75号 分 類  I   I-1-① 全 長 推  52 00cm 関 羽笠    5,27cm
切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1  5G5/4 現  存  長 51 75cm 茎 下 端 幅 1_545cm
面 lAl尾  根 ①   谷 剣  身  長 tt   50 00cm 突 起 の 位 置 18 50cm

①  あ  り lBl な  し 刃 部 長 IL   31 50cm 到方最小幅の位署 16 50cm
重量 (含浸前 ) 435 2g 重量 (含浸後 ) 424 0富 到  方  長 平    5 95cm 剖方下端の位置 目『    12 55cm
A面春 幅 (→ 19cm B面脊 幅 0) 1 255cm 事 侵 2 00cm 最 大 幅 の 位 置 推   11 30cn
〃   (b)1      1 195cn 1 305cm 多こ  え旦  

“

昌 雑    5 70cm 突 起 部 春 厚 0 655cln
〃  (C) 28cm 1 34cm 奪U万最 小 幅 割ヒ    5 20cm 考U方 下 端 杏 厚 0 705cm
〃  (d) 34cm ″  (d) 1 35cm 今U方下端 幅 F『    6 55cm 最 大幅部脊厚 0 725cm

56cm 〃  (e) 1 58cm 最  大  幅 推  6 63cm 関 部 脊 厚 0 97cm

特   徴 脊厚が薄
い。脊の先端で溝状の際取り?特に明瞭。

元翼端部に甲張りおよび鋳型のズレ。一部鏑が不明瞭。
遺存状態   H 最 大幅部 端部 厚 0 115cm

関 端 部 厚 0 14cm

修理中の知見 元部に鋳型のズレと思われる段差あり。細かい粒状の錆が付着。 日
者
月年
測
韻実
実

1994年 12月 20日

永 島 いずみ
鉛同位体比

206/204 207/206 208/206

17 865 0 8720 2 1574

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(%) A質 (%)I As(°/。 ) %) Co(%)I Fe(%)IMn(DOm) Ni(%)I Sb(%)IZn(ppm)

錆の蛍光X線

試  料 色  調
測 定 条 件 1(%) 側 冠 条 件 2(%)
Cu  Sn 〉b  Fe  Sh  Ag Cu Sn Pb Fe As Si  AI  K Ca CI  S その‖

銅 剣 番 号 D列 74号 分 類  I   I-2-① 李 長 推   51 57cm 関 幅 5 285cm
切先 方 向 谷  奥 色 調 1  5G4/4 坑  再  長 51 17cm 茎 下 端 幅 tt    1 76cm
面 ω 尾  根 lBl  谷 剣  身  長 推   49 80cm 突 起 の 位 置 半 8 35cm
×印 lAl あ   り lBl な  し 刃  部  長 推平 31 45cm 制方最小幅の位置 6 00cm

重景 (含浸前〕 416 1宜 重量 (含浸後 ) 404 0富 今U 方  長 平    6 15cm 到 万下端 の位 置 2 20cm
A面春 幅 (a) 1 405cm B面脊 幅 (a) 39cn 茎 長 1 77cm 最 大 幅 の 位 置 0 00cm

1 425cm ″  (b) 1 445cm 突  起  嶋 確   5 80cm 突 起 部 脊 厚 0 64cm
〃  (C) 1 52cm 〃  (C) 57cm 今U方最 小 幅 5 05cm 今U方 下 端 杏 厚 0 685cn
〃  (d) 1 54cm 56cm 今U方下 端 幅 6 42cm 最大幅部脊厚 0 70cm
〃  (e) 1 675cm 〃  (e) 67cm 最  大  幅 6 50cm 関  部  脊 厚 0 835cm

特   徴 鋒から関にかけて脊厚の変化が小さく全体に薄手。
脊と翼の境、際取り明瞭。一部飼があまい。

遺存状態  IH 最 大幅部 端著る厚 0 175cm

関 端 部 厚 0 175cm

‖ケ理中の知見 元部は調整良好。扁平、幅広で短めの茎部。 日
者
月年
測
韻実
実

1994隼 9月 13日
永 島 いずみ

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206
17 774 0 8740 2 1607

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(% A富 (%)I As(%) %) Co(物6)I Fe(°/。 )l�ln(DOm Ni(%)I Sh(%) Zn(ppml

錆の蛍光X線

試 料 色  調
測 定 条 件 1(%) 側 冠 条 件 2 (°/。 )

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu Sn Pb Fe As Si  Al  K  Ca CI  S そのlll

銅 剣 番 号 D列 73号 分 劉     
―

令 長 復  51 90cm 関 幅 5 51cm
切 先 方 向 1   谷  奥 色 詞 1  5G4/0 現  存  長 51 80cm 茎 下 端 幅 1 62cm
面 ① 尾  根 lBl  谷 剣  身  長 ℃昆   49 88cm 突 起 の 位 置 ヨ『    19 10cm
×印 ω  あ  り lBl な  し 刃  部  長 琵々弓『  30 80om 参」方最小幅の位置 17 00cm

重量 (含浸前 ) 460 7々 重量 (含浸後 ) 410 0宮 到  方  長 育J方下端 の位 置

A面春 幅 (al 24cm B面脊 幅 (a) 1 25cm 革 長 2 02cm 景 ★ ‖昌の 作 暦 11 00cn
〃  (b) 28cm 〃  (b) 1 27cm 突 起 幅 5 51cn 突 起 部 脊 厚 0 66cm
〃  (C) 31cm 〃  (C) 1 35cln 割 万最 /1ヽ中島 4 77cm 今U方 下 端 脊 厚 0 69cm
″  (d) 36cm 〃  (d) 1 42cm 到 方 下端 幅 最 大 幅 部 春 厚 0 71cm

57cm 1 59cm 最  大  幅 6 34cm 関 部 脊 厚 0 87cれ

特 徴
脊厚が薄い。突起の位置が高め。
やや短かめの刃部。突起部に刻線残る。鋳とドナあり。

遺存状態   I 最大幅部 端部 厚 0 1lcm

関 端 部 厚 0 15cm

修理中の知見 刃部は研ぎ出す前の状態。未完成品 ? 硬いコブ錆が付着。 日
者

月年
測
預実
実

1994年 6月 21日
佐 藤 綾 子

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206
17 763 0 8739

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(%i A貿 (%)I As(%)I Bi(%) Co(%, I Fe(%)IMn(OOm) N:(°/。 )I Sb(°/。 )IZn(oom)

18  1  0 26 0048 1 0015 1 <1 0 21 <10

錆の蛍光X線

試  料 色  調
測 定 条 件 1 (%) 測 定 条 件 2(豚 |

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu  Sn Pb re As Ы  Al K Ca Cl  S そのィ
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銅 剣 番 号 D列 78号 分 数  1  1lI-1-鬱 全 長 tt   51 83cm 関 幅 推  5 20cm
切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1  5GY 5/4 現 長 50 63cm 茎 下 端 幅 1 53cm
面 ω  尾   根 0  谷 長 れヒ   49 80cm 突 起 の 位 置 8 45cm

lAl な  し lBl あ  り 刃 部  長 引と   31 35cn 割方最小幅の位置 推 6 20cm
重量(含浸前) 376 1富 重量 (含浸後〕 370 0g 到  万  長 5 25cm 今U方下 端 の位 置 3 20cm
A面脊 幅 (a) 305cm B面春 幅ω 1 35cm 茎 長 2 03cm 最 大 鴨 の 位 置 0 50om
〃  (b) 285cm 〃  (b) 1 375cm 突  起  幅 推   5 70cm 矢 起 晋い否 厚 0 79cm
(C) 345cn 1 39cn 今U方最 /Jヽ幅 コ圭    5 00cm 割 万 下 端 脊 厚 0 815cm

〃  (d) 335cm 〃  (d) 1 38cm 今J方下端幅 It    6.03cm 最 大 幅 郡 脊 厚 0 825om
〃   (e) 445cm 1 49cm 最  大  幅 引圭    6 60cm 関  部  春  厚 0 915cm

特 徴
やや細めの茎。
到方やや短かめ。

遺存状態  H 最大幅部端部厚 0 10cm

関 端 部 厚 0 13cm

修理中の知見 茎下端面に切り込みあり。茎側面にしレ状の突起あり (甲張り7) 日
者

月年

測

預実
実

1995年 1月 24日

永 島 いずみ
鉛同位体比

207/206 208/206
17 658 0 8778 2 1665

定 量分 析
Cu(%) 3n(%) Pb(%) Ag(%)I As(°/6)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(っっm) Ni(%)I Sb(%) Zn(っっm)

錆の蛍光X線

試  料 色  調
誤J冠 条 件 1 (%) 狽」 冠 条 件 2 (%)
Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A宣 Cu  Sn  Pb  Fe  As  Si Al  K Ca Cl  S その礼

鋼 剣 番 号 D列 77号 分 類 I  V 全 長 rt   48 45cm 関 推   505伽
切 先 方 向 谷  翼 色 調 1 5G5/4 現  存  長 47 85cm 至  卜 端  鴨 tt   1 47
面 ① 尾  根 lBl  谷 剣  身  長 珈腟   46 00cm 突 起 の 位 置 16 60cm
× 印 ω  あ  り 0 な 刃 部 長 JrE   29 40cm 割万最小幅の位置 引笠   14 50cm
重量(含浸前) 466 7Fr 重量 (含浸後 ) 454 0g 到  方  長 ヨ『     5 75cn 今U方下 端 の位 置 平  10 85cm
A面 脊 中昌(a) 1 175cm B面脊幅la) 1 265cm 茎 長 2 45cm 最 大 甲この 位 漕 gt    8 30cm
〃  (b) 1 195cm 〃  (b) 1 29αm 突  起  幅 推   5 15cm 突 起 部 脊 厚 0 885cm
〃  (C) 27cm 〃  (C) 1 35cm 到 方長 小 幅 推    4 60cm 今」方 下 端 脊 厚 0 91cm
″  (d) 1 34cⅢ 〃  (d) 1 37cln 到 万 下端 鴨 推   5 80cm 最 大 幅 部 脊 厚 0 94cm

1 50cm 〃 (0 1 49cm 最  大  幅 tt    6 20cm 関 部  脊 厚 1 07cm

特 徴
脊厚が厚い。突起の位置が低い。細くて長い茎。
全長が短かく、刃部も短かい。脊の際取り、脊先端から関まで明瞭。

遺存状態  H 最大幅部端部厚
関  端  部  厚

修理中の知見 小振りの剣。丸みのある茎部。九みのある脊部。 日
者
月年
測
実
実

1995年 1月 10日

永 島 いずみ
鉛同位体比

207/206 208/206
17 708 0 8779 2 1682

定量分析
Cu(O/a) Sn(%) Pb(% Ag(°/。 )I As(°/0)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(ppm) Ni(%)I Sb(%)IZn(DOm

錆の蛍光X線

試  料 色 調 測 定 条 件 1(%| 測 定 条 件 2(%)
u  Sn b Fe Sb A宜 Cu  Sn  Pb  Fe  As  Si  A K  Ca CI  S その犯

¢Π剣 番 号 D列 76号 分 類 I   I-2-① 全 長 51 70cm 関 幅 5 24cm
切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1 5GY 3/4 羽  存  長 51 70cm 茎 下 端 幅 1 715cn
面 ω 尾  根 lBl  谷 剣  身  長 49 60cm 賽 だ已 の イす 活 18 30cm

10 あ  り lBl な  し 刃 部 長 31_25cm 割万最小幅の位置 16 00cm
重目 (含浸前 ) 447 0g 重量 (含浸後 ) 425 0宜 孝」 方 長 半    6 40cm 割 方下 端 の位 置 11 90cm
A薗脊 甲昌(a) 1.295cm B面脊 幅 (a) 1 40cm ≡ 長 2 10cm 最 大 幅 の 位 置 11 00cm
〃  (b) 30cm 〃  (b) 1 44cm 突  起 幅 5 60cm 突 起 部 春 厚 0 68cm
〃  (C) 38cm 1 47cm 到 方最小 幅 5 15cm 今」方下端脊厚 0 72cm
〃  (d) 38cm 〃  (d) 1 48cm 到 方 下端 幅 6 42cm 最 大 幅 部 春 厚 0 73cm
〃  (e〕 59cm 〃  (C) 1 59cm 最 大 幅 6 51cm 関 部 脊 厚 0 825cm

特   徴 脊厚が薄
い。

長めの割方。元部に鋳型のズレロ立つ。
遺存状態   1 最大幅部端 部 厚 0 18cm

関 端 部 厚 0 17cm

修理中の知見 シャープなつくり。研磨痕。残存状態良好。
日

者

月年
測
浪実
実

1995年 1月 24日
金 津 まり子

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206
17 744 0 8764 2 1632

定量分析
Cu(%) Sn(0/a) Pb(%) A質 (%)I As(%)I BI(%) Co(%)I Fe(%)IMn(DDm Ni(%, I Sb(%)IZn(っ っm)

鋳の蛍光X線

試 料 色  調
条 件 1 (%) 測 冠 条 件 2 ( )

Cu  Sn  Pb  Fe  Sh  Ag Cu Sn Pb Fe As Si  AI  K  Ca Cl  S その41
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銅 剣 碁 号 D列 81号 分 劉     
―

全 長 推  51 05cm 関

切 元 万 同 谷   郵 色 調 1  5G4/4 現  存  長 50 90cm 垂 下 端 幅 推   1 45cm
面 ① 尾  根 lBl  谷 剣  身  長 tt   48 50cm 突 起 の 位 置 lt   16 30cm

lAl な  し lBl あ  り 刃  部  長 It   32 20cm 割方最小幅の位署 花   14 50om
重曇 (含浸前 ) 340 3宜 董昌 (含浸後 ) 323 0g 到  方  長 稚   5別cm 今」方下端の位置 推  11 10cm
A面脊幅la)   1 27cn 13面脊 中邑(a) 1 275cm 茎 長 2 55cm 最 大 幅 の 位 置 推   8 70cm

(b)1       文 28cm 〃  (b) 1 31cm 突  起 幅 突 起 部 脊 厚 0 845cm
〃  (C) 1 40cm 〃  (C) 1 33cm 到 方 最 /1ヽ 1痘 割 方 下 端 脊 厚 0 885cm
〃   (d)1       1 405cm 1 39cm 秀U方下蛉 幅 最 大 幅 部 春 厚 0 915cm
〃   (e)1      1 4tJ5cm 1 48cm う克  ノく  中昌 関  部  脊  厚 0 925cm

特   徴 脊厚
が厚い。突起の位置が低い。長い茎。
刃部が長め。短かめの元都。脊の際取り、脊先端から関まで明瞭。

遺存状態  Ⅳ 最大幅 部端 部厚

関  端  部  厚

修理中の知見 残存状態悪い。端部ほとんど土化している。
日

者

月年
測
実
実

1994FF12月 21日

永 島 いずみ

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206

17 721 0 8765 2 1638

定量分析
Cu(°/。 ) Sn(%) Pb(O/。 Ag(°/6)I As(°/a) (0/6) CO(O/6)I Fe(°/0)ⅡッIn(oOm) Ni(°/a)I Sb(0/a)IZn(DOm)

錆の蛍光X線

試  料 色  調
狽J冠 条 件 ユ (%) 測 定 条 件 2 (%
Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A電 Cu Sn Pb Fe As Si Al K Ca CI  S その

銅 剣 番 号 D列 80号 分 類  I   I-1-l19 全 長 優  5255卿 関 幅 つ豆    5 40cm
切 先 方 向 1   谷  奨 色 調 1   5G5/0 現  存  長 52 35cm 茎 下 端 幅 1 75cm

面 ω 尾  根 ⑥   谷 剣  身  長 れ豆   50 30cm 突 起 の 位 置 18 75cm
rAl あ  り

`Rl 
ブ 刃 部 長 復  31 55cm 到方最小幅のll置 16 20cm

重畳 (含浸前 ) 406 0宜 重量(含浸後) 385 0g 今U 方 長 平  5 89cm 割方下端の位置 半   12 86cm
A画脊 甲昌(a)1   1 45cm B面脊 幅僻) 茎 長 2 25cm 最 大 幅 の 位 置 10 70cm
〃  (b) 1 50cm ′′ (b) 58cm 突  起  幅 rt    5 80cm 突 起 部 脊 厚 0 657cm
〃  (C) 1 52cm 〃  (C) 57cm なU方最小幅 推   4 92cm 考U方 下 端 脊 厚 0 71cm
〃  (d) 1 54cm 判方下鈴 幅 6 24cm 最 大 幅 部 春 厚 0 715cm
〃   (e)1       1 65cm 〃  (e) 69cm 最 大  幅 6 472cm 関 部 脊 厚 0 856cm

特   徴 脊厚
が薄い

茎が太め。
遺存状態  II 最 大幅部 端部 厚 0 14cm

関 端 部 厚 0 135cm

修理中の知見 扁平な茎。元部に鋳型のズレと思われる段差あり。
実測年月日
実 測 者

1994年 12月 22日
津 森 真 弓

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206

17 665 0 8772 2 1669

定 量分 析
Cu(%) Sn(°/。 i Pb(%) Ag(%)I As(%) (%) Co(%)I Fe(%)IMn(DOm) Ni(%)I Sb(%)IZn(DOm)

0 13 0068 1 0035 1 <1 0 45 <20

錆の蛍光X線

試  料 色  調
条 件 1(%) 狽」 冠 条 件 2(%)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A宜 Cu Sn Pb Fe As Si  AI  K  Ca CI  S その■

銅 剣 番 号 D列 79号 分 類 I  I1 1 全 長 推  52 4雛m 関 幅 5 76cm

切 先 方 向 谷  奥 色 調 1  5GY 5/4 現  再  長 51 65cm 茎 下 端 幅 1 555cm

面 ① 尾  根 lBl  谷 剣  身  長 推   50 40cm 突 起 の 位 置 18 00cm

CO あ  り lB)な   し 刃 部 長 推平 32 45cm 割方最小幅の位置 16 00cm

重量 (含浸前 ) 444 7R 重量 (含浸後 ) 431 0宜 LAl 方  長 5 10cm 到 方下 端 の位 置 12 90cm

A面春 幅 (a)1   1 33cm B面春 幅 (a) 32cm 茎 長 2 05cm 最 大 幅 の イす 着 9 00cm

(b)1       1 37cm 86om 突  起  幅 推   6 20cm 突 起 部 脊 厚 0 80cm

1 39cm ″  (C) 39cm 到方最小 幅 tt    5 23cm 到 方 下 端 春 厚 0 86cm
〃  (d) 1 44cm 〃  (d) 到方下 端 幅 lt    6 19cm 最 大 幅 部 脊 厚 0 92cm
″  (e) 1 525cm 〃  (e) 最  大  幅 6 71cm 関 部 春 厚 0 98cm

特   徴 脊厚
が厚い。やや短かめの割方。

元部に鋳型のズレが著しい。
遺存状態   H 最大幅部端部厚 0 12cm

関 端 部 厚 0 1lcm

修理中の知見 全体に幅広な剣身。調整良好。
日
者
月年
測
韻実
実

日

子

２０

り

月

ま
年
津

・９
金

鉛同位休比
207/206

17 622 0 8796

定 量分 析
Cu(%) Sn(%) Pb(% A質 (%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(っっm Ni(%)I Sb(%)IZn(っ っm)

錆の蛍光X線

試 料 色 調
測 定 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(° /6
Cu  Sn b  Ftt  Rh  Ag Pb Fe As tt  Al  K  Cn CI  S そのFH
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鋼 剣 番 号 D列84号 分 類 |  
―

全 長 引圭   51 13cm 関 幅

切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1  5G5/4 現  存  長 50 85cn 華 下 鈴 幅 推   1 40cn
面 ① 尾  根 0  谷 剣  身  長 コ竺   48 98cm 饗 証 の イ▼ 漕 雄  1810伽
× 印 ①  な  し lBl あ  り 刃 部 長 質三   30 98cn 骨J方最小嶋の位置

重量 (含浸前)1    3396富 重曇 (含浸後 ) 328_Og 割  万  長 晉U方下端 の位 置
A面脊 幅 (a) 1 34cm B面脊幅●) 1 28cm 茎 長 2 10cm 最 大 幅 の 位 置

1^87cm 1 30cm 突  起  幅 突 起 部 脊 厚 0 75cm
1 88cm 〃  (C) 1 34cm 判方最小 幅 到 万 下 端 脊 厚 0 805cm

″  (d) 1 37cm 1 378cm 割万 下端 鴨 最 大 幅 部 脊 厚 0 82cm
〃  (e) 1 60cm 1 46cm 貞莞  ジく  中昌 関  部  春  厚 0 91cnl

特   徴 細い茎。鋳モ‖ナあり。 遺存状態  Ⅲ 最大幅部端部厚
関 端 部 厚

修理中の知見 丸みのある細めの茎部。鋳掛けあり。日い錆が付着。 日
者
月年
測

実
実

1995年 1月 9日
津 森 真 弓

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206

17 621 0 8792 2 1680

定量分 析
Cu(%) Sn(%) Pb(%) Ag(°/6)I As(%)I Bi(O/n) Co(%)I Fe(%)IMn ppm′ Ni(%)I Sb(%)IZn(DOm)

錆の蛍光X線

試  料 色  調
預1定 条 件 1 (%) 預J定 条 件 2(%
Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A営 Cu Sn Pb Fe As Si AI  K Ca CI  S その犯

銅 剣 番 号 D列 83号 分 類  I   I-1-① 全 長 推  5155∞ 関 幅 推  5 40cm
切先 方 向 1   谷  奥 色 調 1  5G5/4 現  存  長 50 95cm 茎 下 端 幅
面 lAN 尾  根 ①   谷 剣  身  長

“

上   49 30cm 突 起 の 位 置 8 60cm
OO あ  り lBl な 刃 部 長 rt   30 70cm 割方最小幅の位置 推 6 50cm

重量 (含浸前 ) 350 1々 重曇 (含浸後 ) 341 0g 到  方  長 5 80cm 割 方下端 の位 置 2 80cm
A面脊 幅伸)1   1 25cm B面脊幅(al 1 305cm 茎 長 2 25cm 最大 幅 の位 置 1 20cln
〃   (b)1       1 37cn 〃  (b) 1 345cm 突  起  幅 推   5 80cm 突 起 部 脊 厚 0 68cm

1 41cm 〃  (C) 38cm 推  4 95cm 到 万 下 端 脊 厚 0 75cm
1 45cn 39cm 到亥ア下端 中邑

“

圭    6 30cm 最 大 幅 部 脊 厚 0 77cm
〃  (e) 1 595cm 最  大  幅 tt    6 40cm 関 部 脊 厚 0 94cm

特   徴 脊厚
が薄め。元翼端部に甲張り残る。

やや長めの茎。やや短かめの刃部。
遺存状態  m 最 大幅部 端部 厚 0 14cm

関 端 部 厚 165cm

修理中の知見 元部に鋳型のズレあり。幅広な茎部。粗い研磨痕。 日
者

月年

測

狽実
実

1994年 12月 27日
永 島 いずみ

鉛同位体比
206/204 207/206

17.615 0 8792 2 1682

定 量分 析
Cu(%, Sn(%) Pb(%) Ag(°/6)I As(%)I Bi(0/6) Co(%)I Fe(%)IMn(ppml N (%)I Sb(%) Zn(DDm)

鋳の蛍光X線

試  料 色  調
lHl冠 条 件 1 (%) 測 定 条 件 2(%)
Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu  Sn  Pb  Fe As  Si  A K  Ca  CI  S そのIll

◆Π剣 番 号 D列 82号 分 類 |    
―

全 長 tt   51 30cm 関 幅

切 先 方 向 谷  奥 色 前 1  5G5/6 現 長 50.60cm 茎 下 端 幅

面 尾   根 lBl  谷 長 朝笠   49 20cm 突 足 の 位 置 推   18 80cm
×E日 lAl あ   り lBl な  し 刃 部 長 詢ヒ   30 40cm 割万最小幅の位置

重量 (含浸前 252 3富 重量 (含浸後 ) 246 0宜 到  方  長 割方下 端 の位 置

A面脊 幅 (a) 1 38cn B面脊 幅 (a) 1 34cm 茎 長 2 10cn 最 大 幅 の 位 置
〃  (b) 1 46cm 〃  (b) 1 36cm 突 起  幅 突 起 部 蓉 厚 0 59cm
〃  (C) 1 56cm 〃  (C) 1 45cm 到 方最 小 幅 今J方 下端脊厚 0 63cm
〃  (d) 1 60cm 〃  (d) 1 49cm 到 方 下端 幅 最 大 幅 部 脊 厚 0 63cm
〃  (e) 1 72cm 1 70cm 最  大  幅 関 部 春 厚 0 76cm

特 徴
脊厚が非常に薄い。
太い茎。刃部がやや短か▼

遺
=状
態  Ⅳ 最大幅部 端部 厚

関 端 部 厚
修理中の知見 扁平で幅広な茎部、脊部。刃部ほとんど残存せず。黒っぽいとが付着。

日

者

月年
測
損実
実

1994年 12月 22日
金 津 まり子

鉛同位体比
207/206

17 712 0 8768 2 1648

定 量分 折
Cu(O/n) Sn(%) Pb(%) A質 (%)I As(°/。 )I Bi(%) Fe(°/0)|卜In(DDm Ni(%)I Sb(%)IZn(DDm)

錆の蛍光X線

試 料 色 調
測 定 条 件 1(O/a) 測 冠 条 件 2 (%)

'u  Sn
b Fe Sb A宜 Cu Sn Pb Fe As Si AI  K  Ca CI  S その41
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銅 剣 番 号 D列 87号 分 類  I   I-1-③ 全 長 引名   51 75cm 関 幅 コ臨    5 30cm
切 上 方 向 谷  奥 色 調 1  5G5/6 現  存  長 51 65cm 茎 下 端 幅 1 63cm

面 ω 尾  根 lBl  谷 食W 身  長 推  50 00cm 突 起 の 位 置 tt   18 50cm
×印 lAl な  し lBl あ  り 刃  部  長 推  31 50cm 割方最小幅の位個 16_00cm

重量 (含浸前 ) 291 8貿 重曇 ( 浸後 | 328 0富 到  方  長 朝竺    5,30cm 到 方下端 の位 置 3 20cln

A面脊 幅 (a) 1 32cm B面脊 幅 (a) 1 37cm 茎 長 1_75cm 最 大 幅 の ,音 10.00cm
〃  (b) 1 39cm 〃  (b) 1 40cm 突  起  幅 推  5 60cm 突 起 部 青 厚 0.66cm
〃  (C) 1 425cm 1 48cm rll万最 /1ヽ中昌

“

上    4 70cm 割 方 下 端 蒼 厚 0 72cm
〃  (d) 1 42cm ″  (d) 1.56cm 911方下端幅 コ笙    5 80om 最 大 幅 部 脊 厚 0 76cm
〃  (e) 1 63cm 1_66cm 最 大 幅 ヨ圭    6 30cm 関 部 春 厚 0 875cm

特   徴 脊厚
が薄め。短かめの茎。

長めの元部。
遺存状態  Iw 最 大 昌部端 部厚 0 145cm

関 端 部 厚 0 12cm

修理中の知見 片半身の腐食著しい (完全に粉状)。 鋳掛けあり?扁平な茎部。
日
者
月年
測
韻実
実

1995年 1月 11日
金 津 まり子

鉛同位体比
206/204 207/206

17 639 0 8792 2 1689

定量分析
Cu(°/0) Sn(°/。 i Pb(O/6) A質 (%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(っっm Ni(%)I Sb(%)IZn(oom)

錆の蛍光X線

試  料 色  調
測 定 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(%
Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag じu  Sn デb re As  Si  A K Ca CI  S その犯

銅 剣 番 号 D列 86号 分 類 1  1lI-1-① 全 長 推   51 30cn 関 幅 朝圭    5.25cm
切 先 万 向 1   谷  奨 色 調 1  5G5/4 現  存  長 50 65cm 垂 下 端 幅 推   1 70cm
面 lAl尾  根 lBl  谷 父U 身  長

“

二   49 40cm 突 起 の 位 置 推 8 90cm
lAl な lBl あ  り 刃  部  長 rt   30 50cm 割方最小幅の位置 推 7 00om

重量 (含浸前 ) l 重量 (含浸後 ) 335 0宮 到  方  長 推    5 40cm 到方下 端 の位 置 推 3.50cm
A面脊幅(a) 25cm B面脊 幅 (a) 1 35cm 華 長 1 90cm 最 大 幅 の 行 漕 1 00cm

30cm 〃  (b) 1 42cln 突 起 幅 IE    5 80cm 突 起 部 脊 厚 0 63cm
〃  (C) 45om 〃  (C 1 49cm 割 万最 /1ヽ中邑 推   4 90cln 割 方 下 端 春 厚 0 695cm

49cm 〃  (d) 1 51cm 到 方下 端 幅 朝ヒ    6 00om 最 大 幅 部 脊 厚 665cm
〃  (e) 63cm 〃  (e) 1 71cln 最  大  幅 イ4    6 40cln 関 部 脊 厚 0_831cm

特   徴 脊厚
が非常に薄い。元部が長め。

やや大めの茎。鋒近 くの鏑が不明瞭。
遺存状態   IB 最大幅部 端 部 ) 0 15cm

関  端  部

修理中の知見 扁平で幅広な茎都。元部の調整良好。 日
者
月年
測
測実
実

1995年 1月 13日
津 森 真 弓

鉛同位体比
207/206

17.665 0 8787

定量分析
Cu(%) Sn(O/。 ) Pb(%) A質 (%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(DDm) Ni(%)I Sb(0/。 Zn(DOm)

鋳の蛍光X線

試  料 色  調
測 定 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(%
Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu Sn Pb Fe As Si AI K Ca CI  S その4

9同 剣 番 号 I   D列 85 分 類 1-(2) 全 長 推  51 55cm 関 幅 推   5_29cm
切 先 方 向 1   谷 色 調 1  5GY 5/4 現  存  長 51 00cm 茎 下 端 幅 1 59cm
面 ω 尾  根 ①   谷 剣  身  長 tt   49 55cm 突 記 の イ亨 着 18 20cm
×「日 lAl な  し lBl あ  り 刃 部  長 推  31 80cm 劃方最小鴨の位置 lft   16 00cm
重量(含浸前) 372 4g 重量 (含浸後 ) 365 0定 争」 方 長 tt    6 00cm 到 方下端 の位 置 12 20cm
A面脊 幅 (a) 43cn B面脊 幅 0) 41cm 茎 長 2 00cm 最 大 幅 の 位 置 11 00cm
〃  (b) 43cm 〃  (b) 40cm 突 起 幅 引圭    5 72cm 突 起 都 春 厚 0 83cm
″  (C) 〃  (C) 48cm 到 方最小 幅 推   5 05cm 到方下端脊厚 0 91cm

49cm 〃  (d) 51cm 到 方下鈴 幅 6 40cm 最 大 幅 部 脊 厚 0 98cm
〃  (e〕 62cm 〃  (C) 最 大 幅 6 49cm 関  部  脊  厚 1 05cn

特   徴 脊厚が厚
い。やや長めの到方。

B面茎に人為的なキズ ?
遺存状態  Ш 最 大幅 部端 部厚 0_15cm

関  錦 部  厚 0.1lcm

修理中の知見 鋳桂卜けあり。執性のある錆が付着。 日
者
月年
測

実
実

1995年 1月 9日
金 津 まり子

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206
17 693 0 8780 2 1661

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(%Ⅲ A質 (%)I As(%)I B % Co(%)I Fc(%)IMn(DOm Ni(%)I Sb(%)IZn(ppm)

鈴の蛍光X線

試  料 色  調
損Jう 条 件 1 (%) IAl冠 条 件 2(%)
Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu  Sn Pb Fe As Si  Al  K Ca CI  S そのrH
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飼 剣 碁 号 D夕J90サ 分 類  I    II-1 令 長 ヨヒ   52 08cm 関 幅 5 195cm
切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1  5GY 4/2 現 存 長 51 48cln ≡ 下 端 幅 1 60cm
面 ω 尾  根 )  谷 負U 身  長 推  49.50cm 突 起 の 位 置 平  17 45cm

lAl あ  り lBl な  し 刃 部 長 推   32 05cm 奪」方最小幅の位置 16 00cm
重量 (含浸前 ) 399 6g 重量 (含浸後 ) 383 0富 参」 方  長 平   4 88cm 到 万 卜端 のイ了置 12 57cm
A面脊幅(a) 38cm B面香 幅 (→ 35cm 事 長 2 58cm 掃 大 幅 の 行 音 10 50cm
〃  (b) 〃  (b) 31cm 突  起  鴨 推   5 70cm 突 起 部 蒼 厚 0 78cm
〃  (C) 43cm 〃  (C) 37cm 奪U方最小 幅 5.05cm 到 方 下 端 脊 厚 0 885cm
〃  (d) 45cm 〃  (d) 40cm 考U方下 端 幅 6 18cm 最 大 幅 部 春 厚 0 85cm

58cm 〃  (e) 48cm 最  大  幅 6 455cm 関 部 脊 厚 0 935cm

特   徴 長い茎。突起の位置が低め。 遺存状態   H 最 大 幅部 端 郡厚 0 13cm

関 端 部 厚 0_162cm

修理中の知見 シャープなつくり。研磨痕。群青色の錆が付着。
日

者

月年
測

実
実

1995年 1月 23日

津 森 真 弓

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206

17 645 0 8797 2 1682

定量分析
Cu(%) S■ (%) Pb(%) A質 (%)I As(°/。 )I Bi(%) Co(°/0)I Fe(%)IMn(DDmi Ni(%)I Sb(%)IZn(DOm)

錆の蛍光X線

試  料 色 調
測 定 条 件 1(° /。 ) 測 冠 条 件 2(%
Cu  Sn  Pb  Fe  Sh  Ag Cu Sn Pb Fe As Si AI  K  Ca CI  S その犯

銅剣 番 号 D列89号 分 類 I   I-2-⑥ 今 長 推  50 70cm 関 5 05cm
切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1  5G5/6 現 T 長 50 00om 茎 下 端 幅 1 55cm
面 ω 尾  根 ①   谷 剣  身  長 推  48 60cm 突 起 の 位 置 6 80cm

lAN な lBl あ  り 刃  部  長 推  31 80cm 考」方最小幅の位置 4 70cm
重量 (含浸前 ) 464 5g 重量 (含浸後 ) 445 0真 考U 方  長 5 10cm 4j方下端の位置 1 70cm
A面脊幅(al 1   1 35cm B面者 幅●) 1 35cm 茎 長 10cm 最 大 幅 の 位 着 0 00cm
″   (b)1        1 38cm 1 35cm 多〔  え旦  甲昌 lt    5 10cm 突 起 部 脊 厚 0 96cm
〃   (C)1        1 39cn 〃  (C) 1 37cm 割 万最小 幅 lt    4 60cm 今U方 下 端 春 厚 0 99cm
〃   (d)1       1 39cn 1 39cm ●U方下端幅 tt    5 82cm 最 大 幅 部 春 厚 1 03cm
〃  (e 58cm 〃  (e) 1 55cm 最  大  幅 rt    6 20cm 関 部 脊 厚 1 10cm

特   徴 脊厚
が厚い。突起の位置が低い。
やや短かめの手Ⅲ方。茎端面にタガネ状工具による切断痕残る。

遺存状態  III 最大 幅部 端 部 厚 0 19cm

関 端 部 厚 0 21cn

修理中の知見 やや細めの剣身。元部は表面の調整良好。
日

者

月年
測
韻実
実

1995年 1月 13日
金 津 まり子

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206

17 557 0 8815

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(O/6 A質 (%)I As(%)I Bi(%) Co(潔3)I Fe(協

`)A/1n(DDm)
Ni(%)I Sb(%) Zn(DOm)

鈴の蛍光X線

試  料 色  調
預J定 条 件 1(0/n) 測  定  条  イ牛   2   (9
Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu  Sn Pb Fe As  Si  Al  K  Ca Ci  S その犯

銅 剣 番 号 Dア |1881争 分 類  I   III-1-② 仝 長 」4   51 78cm 関 幅 TH    5 50cm
切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1  5G5/4 現` 存  長 51 18cm 茎 下 端 幅 1 63cm
面 ω 尾  根 lBl  谷 剣1 身  長 ifL   50 10cm 突 起 の 位 置 18 70cm

CO あ  り 0 な 刃 部 長 コ圭   31 40cm 割方最小幅の位置 推  1650∞
重量 (含浸前 ) 344 8P 重量(含浸後) 334 0富 割  チデ 長 「『     5 30cm 到 方下端 の位 置 平  1340卿
A面脊 幅 (a) 36cm B面脊 幅●) 35cm 茎 長 1 68cm 最 大 Wこ の イ立 音 8 50cm
〃  (b) 33cm 〃  (b) 1 405cn 突  起  幅 lt    5 85cn 突 /1E部 脊 厚 0 65cm
〃  (C) 〃  (C) 43cm 莉1方景 川 lH    4 90cm 今U万 下 端 脊 厚 0 645cm

〃  (d) 53cm 到 万 下端 幅 推   5 80cm 最 大 幅 部 香 厚 0 735cnl
〃  (e) 59cln 〃  (e) 63cm 最  大  幅 推   6 40cm 関  部  春  厚 74cm

特   徴 脊厚
が薄い。長めの元部。
茎が太めで短かく、茎端面にタガネ状工具による切断痕残る。

遺存状態  Ⅲ 最 大幅部 端部 厚 0 135cm

関 端 部 厚 0 12cm

修理中の知見 全体に幅広な剣身。非常に扁平な茎部。 日
者
月年
測
実
実

1995年 1月 13日

永 島 いずみ
鉛同位体比

206/204 207/206

7 730 0 8760 2 1665

定量分析
しu(ン6) Sn(%) Pb(%) Ag(%)I As(%) (0/6 CO(O/6)I Fe(%)IMn(。 Drn Ni(%, I Sb(ツ る, IZn(ppm)

錆の蛍光X線

試  料 色 調 測 定 条 件 1(%) 測 定 条 件 2 (%)
Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A釘 Cu Sn Pb Fe As Si  Al  K  Ca CI  S そのll
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銅 父U番 号 D列 93 分 類 |   
―

仝 長 朝E   50 45cm 関 幅

切 先 方 向 1   谷 色 調 1  5GY 5/4 現  存  長 49 45cm 茎 下 端 幅 推 48cm
面 lAl尾  根 lBl  谷 剣  身  長 tt   48 00cm 従 起 の 位 音 推  17 30cnI
×「日 ①  あ  り lBl な  し 刃 部 長 推  30 70cm 到万最小幅 の作 着

重量(含浸前) 300 2FI 重量 (含浸後 ) 292 0宣 到  方  長 割 方下端 の位 置

A面脊 幅 (a)1   1 31cm B面春 幅 (al 1 375cm 茎 長 2 45cm 最 大 幅 の 位 置
〃   (b)1      1 375cm 〃  (b) 1 485cm 突 起  幅 突 起 部 春 厚 0 835cm
〃  (C) 1 38cm 〃  (C) 49cm 到 方最 小 幅 割方下端脊厚 0 845cm
〃  (d) 1 485cm ″  (d) 54cm 到 方下端 幅 最 大 幅 部 脊 厚 0 85cm
〃  (e) 1.57cm 〃  (e) 57cm 最 大  鴨 関 部 脊 厚 0 95cm

特 徴
脊厚やや厚めで、脊厚の変化が小さい。突起の位置力M氏め。
細くて長い茎。脊の際取り合の先端から関まで明瞭。

遺存状態  Ⅳ 最 大幅部 端部 厚

関 端 部 厚

修理中の知見 残存状態悪い。脊部に群青色の錆が付着。 日
者
月年
測
韻実
実

1995年 1月 20日

永 島 いずみ
鉛同位体比

206/204 207/206 208/206

17 672 0,8781 2 1688

定 量分 析
Ciュ (,拷(〕 Sn(%) Pb(% Ag(%)I As(%)I Bi(°/6) Co(%)I Fe(%)IMn )om′ Ni(%)I Sb(%, IZn(っ om)

錆の蛍光X線

試 料 色 調
●Hll冠 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(%)
Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A更 Cu Sn Pb Fe As Si Al K Ca CI  S その

飼 父U番 号 I     D列 92号 分 制    
―

全 長 推   51 35cm 関 幅 lt    5 35cm
切 先 方 向 1   谷  興 色 調 1 5G6/4 現

= 
長 50 50cm 妄 下 鈴 幅 1 71cn

面 lAl尾  根 lBl  谷 剣  身  長 覇Z   49 20cm 突 起 の イす 替 推  18 00cn
×E日 lAl な  し lBl あ  り 刃 部 長

“

三   31 20cm 割方最小幅の位置

重量 (含浸前 ) 3 重量 (含浸後 ) 307 0貿 到  万  長 今U方下端 の位 置
A面脊 幅 (a) B面春 幅 (al 44cm 茎 長 2 15cm 最 大 幅 の 位 置
″  (b) 〃  (b) 突 起 幅 突 起 部 春 厚 0 69cm

46cm 〃  (C) 1 545cm 到 方最 小 幅 剖方下端脊厚 0 73cm
〃  (d) 48cln 〃  (d) 59cm 有J方下玲 幅 最 大 幅 部 脊 厚 0 75cm
〃  (e) 72cm 〃  (C) 71cm 最  大  幅 関  部  脊  厚 0 93cm

特   徴 脊厚が薄め。茎やや大め。
基端面にタガネ状工具による切断痕あり ?

遺存状態  Ⅳ 最 大幅 部端部 厚

関 端 部 厚 0.17cm

修理中の知見 残存状態悪し 日
者

月年
測
測実
実

1995年 1月 18日

金 津 まり子
鉛同位体比

207/206 208/206

17_660 0 8780 2 1668

定 量分 析
Cu(%) Sn(%, Pb(%) A宜 (U/。 )I As(%)I Bi(O/。 i Co(O/。 )I Fe(O/6)IMn(DOm Ni(%)I Sb(フる)IZn(DDm)

錆の蛍光X線

試  料 色 調
条 件 1 (O/6) 測 定 条 件 2(%)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A費 Cu Sn Pb Fe As Si Al  K Ca CI  S その

α同剣 番 サ I     D列 91号 分 類 1(1 全 長 Ft   51 72cm 関 幅 推    5_35cm
切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1  5G5/4 現  存  長 51 42cm 茎 下 端 幅 1_56εm
面 lAl 昆  根 lBl  谷 剣  身  長 推  4970伽 突 起 の イ立 置 18 20cm

lAl あ  り lBl な  し 刃 部  長 朝笠   31 50cm 奮」方最小幅の位置 割4   16 00cm
重量(含浸前) 348 2富 重量 (含浸後 ) 337 0宜 判 方 長 推半  5.40cm 到 方下端 の位 置 平  12 80cm
△面脊 幅●) 1 285cln B面脊 幅 (a) 25cm 茎 長 2 02cm 最 大 幅 の 位 置 10 00cm
〃  (b) 28cm 30cm 突  起  幅 コヒ    5 85cm 突 起 部 脊 厚 0 75cm
〃  (C) 36om 〃  (C) 32cn 奪U方最小 幅 推   5 20cm 到方下端脊厚 0 82cm

38cm 〃  (d) 1 395om 割方下 端 幅 推 平  6 44cn 最 大 幅 部 脊 厚 0 84cm
〃  (e) 46cm 〃  (e) 47cm 最  大  幅 14   6 645cm 関 部 脊 厚 0 985cm

特   徴 脊と異
の境の際取り全体に明瞭。茎端面に気泡のあと

と思われる穴あり。鋳推‖ナあり。
遺存状態   Ⅲ 最 大幅部 端 部厚 0_13cm

関 端 部 厚 0_12cm

修理中の知見 茎下端面にやや不定形な大きな穴。 日
者
月年
測

実
実

1995年 1月 17日
永 島 いずみ

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206

17 642 0_8796 2 1698

定量分析
Cu(%) Sn(O/6) Pb(% A質 (%)I As(%) %: Co(%)I Fe(°/。 )l�ln(DOm) NI(%)I Sb(%)IZn(ppm)

錆の蛍光X線

試 料 色  調
波」定 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(%)
Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu Sn Pb Fe As Si  Al  K Ca CI  S そのrll
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表
浪
J

計
鐸

号
(単
位
cm
)

総
 
高

①

錘
舞

一 局
菱
環
部
の
厚
さ

短
径

長
 
径
扁
平
率

型
持

②
中
央
③
中
央
④
右
付
け
根
⑤
左
付
け
根
⑥
左
右
⑦
上
下
③

③
⑩

(短
径
/長
径
X1
00
)
短
辺
⑪
長
辺
⑫

23
.4

3.
84

0.
50

0 
53

0.
47

3.
62

2 
40

87
.5

2.
3

鍵
身

一 局 　 〇

厚 　 ⑭

舞
か
ら
裾
の

長
さ
  
〇
舞
と 裾
を
結
ん
だ
線

か
ら
の
最
深
値
⑮

最
深
部
の
舞
か

ら
の
距
離
⑫
外
反
度
横
 
帯
 
幅

⑬
縦
帯
幅
⑩

(上
― 上
区
、
下
― 下
区
)

下
辺
横
幅
帯

⑩
各
区
の
大
き
さ
(左
右
×
上
下
)

A面
B面
A面
B面
A面
B面
A面
B面

第
1
第
2
第
3
左
中
右

第
1区

第
2区

第
3区

第
4区

17
.0
0.
35
16
.7
16
.9
0.
20
0.
30

1.
20
1.
78
A面

17
A面
35
×
4.
3
3.
6×
4.
4
4.
0×
6.
4
3.
8×
6.
4

B面
1_
5

B面
3.
7×
4.
ユ
3.
7×
4.
0
3.
9×
6.
3
4.
2×
6.
5

型
持

A
面

B
面

第
1

区
第

2
区

第
1

区
第

2
区

上
下
×
左
右
舞
か
ら
の
距
離
②
の
距
離
の
ら
の
距
離
〇
上
下
×
左
右
舞
か
ら
の
距
離
⑪
左
鰭
か
ら
第
2横
帯
か

ら
の
匝
離
の
上
下
×
左
右
舞
か
ら
の
距
帥
Э
左
鰭
か
ら
第
2横
帯
か
上
下
×
左
右
舞
か
ら
の
距
離
④
左
鰭
か
ら
第
2横
帯
か

1.
0×
1.
1

1.
1×
0.
9

1.
2×
1.
0

1.
2×
1.
0

裾

短
径
長
径
短
径
/長
径
×
10
0

型
持

②

9.
42

⑮

11
.3
0

83
.4

A
面
左

A
面
右

B
面
左

B
面
右

上
下
×
左
右
 1
左
鰭
か
ら
の
距
離
上
下
×
左
右
 1
右
鰭
か
ら
の
距
離
上
下
×
左
右
左
鰭
か
ら
の
距
離
上
下
×
左
右
 1
右
鰭
か
ら
の
距
離

多
/菊
阻
努
/梅

⊃

努
/拒

⊃

多
/梅

⊃

幅
鰭

内
面

突
帯

A 
面
 
中
 
央

B面
中
央

A
面
左

A
面
右

右
肩
 
⑩
右
裾
 
⑩
左
肩
⑩
左
裾
⑩
幅
 
①

一 局
幅
①

一 局
幅
 
①

一 品
幅
①

一 局

A 1.
2

Ｂ Ｌ

Ａ Ｌ

Ｂ ｌ ．

Ａ Ｌ

Ｂ ｌ ．

A (1.
動

Ｂ ｌ ．

0.
95

0.
31

0.
93

0.
38

0.
88

0.
34

0.
88

0.
32

調
整
そ
 
の
 
他

色
調

重
量
(g
)

文
様
比
較
的
鮮
明
。
裾
端
部
は
平
坦
面
。
舞
の
型
持
は
2山
の
型
持
1箇
。

5G
Y 
5/
4

82
6.
4
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2号
鐸
計
測
表

(単
位
cm
)

一 局
総

①

鉗
舞

局
菱
環
部
の
厚
さ

短
径

長
 
径
扁
平
率

型
持

②
中
央
③
中
央
④
右
付
け
根
⑤
左
付
け
根
⑥
左
右
⑦
上
下
③

⑨
⑩

(短
径
/長
径
X1
0ω
短
辺
⑪
長
辺
⑫

23
 7

2.
89

0.
60

0.
81

0,
79

3.
31

3.
30

8.
6

72
.1

鐸
身

一 局 　 〇

厚 　 ⑭

舞
か
ら
裾
の

長
さ
  
〇
舞
と 裾
を結
ん
だ
線

か
らの
最
深
値
C
最
深
部
の
舞
か

ら
の
距
離
⑫
外
反
度
横
  
帯
  
幅

〇
縦
帯
幅
⑩

(士
上
区
、
下
下
区
)

下
辺
横
幅
帯

⑩
各
区
の
大
き
さ
(左
右
×
上
下
)

A面
B面
A面
B面
A面
B面
A面
B面

第
1
第
2
第
3
左
中
有

第
1区

第
2区
 1
 
第
3区

第
4区

17
 7
A 0_
20
B 0_
20
17
.4

0.
30
0.
30

1.
72
1.
75
A面

A面
1.
5
A面
3.
5×
5.
0
3.
0×
5.
01
4.
4×
4.
4
3.
4×
4.
0

B面
B面
1.
7
B面
3.
7×
4.
6
3.
5×
4.
31
 ?
×
4.
7
?×
4.
3

型
持

A
面

B
面

第
l

区
第

2
区

第
1

区
第

2
区

上
下
×
左
右
舞
か
ら
の
距
離
0
左
鰭
か
ら

の
臣
離
の

第
2横
帯
か
上
下
×
左
右
舞
か
ら
の
距
髄
0
左
鰭
か
ら

の
距
離
の
第
2横
特
か

ら
の
距
離
の
上
下
×
左
右
舞
か
ら
の
距
離
②
の
距
離
の
第
2横
番
か

ら
の
距
離
の
上
下
×
左
右
舞
か
ら
の
距
離
0
左
鰭
か
ら
第
2積
汗
か

ら
の
距
雑
〇

1.
3×
1.
8

2.
2

1.
3×
18

1.
4×
1.
7
5.
1

1.
3×
1.
6

裾

短
径
長
径
短
径
/長
径
×
10
0

型
持

② 　 ９ ．
３

⑮ 12
.3

75
.6

A 
 
面
 
左

A 
 
面
  
右

B 
 
面
 
左

B
面
右

上
下
×
左
右
 1
左
鰭
か
ら
の
距
離
上
下
×
左
右
 1
右
鰭
か
ら
の
距
離
上
下
×
左
右
左
鰭
か
ら
の
距
離
上
下
×
左
右
 1
右
鰭
か
ら
の
距
離

④

多
/範

⊃

努
/1
笏
/範
p

鰭
幅

内
面

突
帯

A 
面
 
中
 
央

B面
中
央

A
面
左

A 
 
面
 
右

右
 
肩
 
⑩
右
裾
⑩
左
肩
 
⑩
左
裾
⑩
幅
 
①

局
幅
 
①

島
幅
 
①

局
幅
 
①

局

0.
82

0.
23

0.
90

0.
12

0.
89

0.
28

0.
88

0.
32

調
整
そ
 
の
 
他

色
調

重
(g
)

文
様
不
鮮
明
。
鐸
身
の
型
持
孔
は
さ
れ
い
な
方
形
。
一
部
整
形
痕
。

A面
の
裾
端
部
非
常
に
薄
い
。

5(
3Y
 5
/4

97
1.
7
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表
ユ貝
J

計
鐸

号
(単
位
cm
)

総
 
高

①

鉦
舞

一 局
菱
環
部
の
厚
さ

短
 
径

長
 
径
扁
平
率

型
持

②
中
央
③
中
央
④
右
付
け
根
⑤
左
付
け
根
⑥
左
右
⑦
上
下
③

③
⑩

(短
御
長
径
X1
00
)
短
辺
①
長
辺
⑫

22
.4

2.
92

0.
40

0.
54

0.
59

3.
58

5.
8

79
.5

鐸
身

昔 画 　 〇

厚 　 ⑭

舞
か
ら
裾
の

長
さ
 
〇
舞
と 裾
を結
ん
だ
線

か
らの
最
深
値
①
最
深
部
の
舞
か

ら
の
距
離
⑫
外
反
度
横
 
帯
 
幅

〇
縦
帯
幅
⑩

(上
― 上
区
、
下
一 下
区
)

下
辺
横
幅
帯

⑩
各
区
の
大
き
さ
(左
右
×
上
下
)

A面
B面
A面
B面
A面
B面
A面
B面

第
1
第
2
第
3
左
中
右

第
1区

第
2区
1 
第
3区

第
4区

17
.0

16
.1
16
.2

1.
24
1.
85
A面

9
?

A面
1.
7

A面
?×
4.
0
3.
0×
4.
01
 3
.5
×
?
3.
4×
?

B面
1_
4

B面
1.
6
B面
3.
0×
4.
0
3.
2×
4.
0
3.
6×
3.
6
3.
9×
3.
7

型
持

A
面

B
面

第
1

区
第

2
区

第
1

区
第

区

上
下
×
左
右
舞
か
ら
の
距
帥
Э
左
鰭
か
ら

の
7韓
の
ら
の
距
離
〇
上
下
×
左
右
舞
か
ら
の
距
触
Э
左
鰭
か
ら

の
臣
離
の

か の
特 離

横 匝
２ の

第 ら
上
下
×
左
右
舞
か
ら
の
距
離
⑧
左
鯖
か
ら

の
距
離
の
第
2積
帝
か

ら
の
Pt
l離
の
上
下
×
左
右
舞
か
ら
の
距
離
⑪
の
距
離
の
第
2横
待
か

ら
の
距
離
の

1.
4×
1.
3

0.
7
1.
1×
16

15
×
1.
4

1.
4×
1.
4

1.
1

裾

短
径
長
径
短
径
/長
径
×
10
0

型
持

② 　 開

⑮ 11
.8

68
.6

A
面

左
A
面
右

B
面

左
B
面
右

上
下
×
左
右
 1
左
鰭
か
ら
の
距
離
上
下
×
左
右
 1
右
鰭
か
ら
の
距
離
上
下
×
左
右
左
鰭
か
ら
の
距
離
上
下
×
左
右
 1
右
鰭
か
ら
の
距
離

野
∵
Э
l.
9

警
ィ
評
|ツ
り
/7

⊃
不

明

Dl
.6

鰭
幅

内
面

突
帯

A面
中
央

B面
中
央

A
面
左

A
面
右

右
肩
⑩
右
裾
⑩
左
肩
 
⑩
左
裾
⑩
幅
①

一 局
幅
 
①

一 島
幅
 
①

吉 向
幅
①

一 局

1_
1

0.
11

0 
07

0.
44

0.
26

0.
62

0.
15

調
整
そ
 
の
 
他

色
調

重
量
(g
)

裾
に
甲
張
り
残
る
。
内
面
突
帯
B面
左
側
で
途
切
れ
る
。

5G
Y 
5/
4

60
5.
3
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表
浪
」

計
鐸

号
(単
位
卿
)

総
 
高

①

鎚
舞

菱
環
部
の
厚
さ

短
径

長
 
径
扁
平
率

型
持

②
中
央
③
中
央
④
右
付
け
根
⑤
左
付
け
根
⑥
左
右
⑦
上
下
③

③
⑩

(短
径
/長
径
X1
01
11
短
辺
〇
長
辺
②

23
.8

3.
16

0 
59

1.
05

0 
91

3.
51

80
 5

2.
2

鐸
身

一 局 　 〇

厚 　 ⑭

舞
か
ら
裾
の

長
さ
  
〇
舞
と 裾
を
結
ん
だ
線

か
ら
の
最
円
檀
〇

最
深
部
の
舞
か

ら
の
距
離
⑦
外
反
度
横
 
帯
 
幅

〇
縦
帯
幅
⑩

(上
― 上
区
、
下
― 下
区
)

下
辺
横
幅
帯

⑩
各
区
の
大
き
さ
(左
右
×
上
下
)

A面
B面
A面
B面
A面
B面
A面
B面

第
1
第
2
第
3
左
中
右

第
1区

第
2区

第
3区

第
4区

17
 7
0.
30
16
.9
17
.6
0.
35
0.
40

2.
07
2.
27
A面
1.
5

1.
7

A面
1.
4
A面

?
3.
6×
4.
5
4?
×
4.
6
4.
2×
4.
7

B面
1.
5

1.
7

B面
1.
5
B面
36
×
4.
6
3.
4×
4.
1
4.
2×
4.
5
4.
1×
4.
6

型
持

A
面

B
面

第
1

区
第

2
区

第
1

区
第

2
区

上
下
※
左
右
舞
か
ら
の
距
帥
0

第
2横
帯
か

ら
の
距
離
④
上
下
×
左
右
舞
か
ら
の
距
帥
③
左
鰭
か
ら

ク
D工
F歯
雁
0あ
第
2横
帯
か
上
下
×
左
右
舞
か
ら
の
距
離
④
ク
)と
E自
牲
'あ

第
2横
軒
か

ら
の
距
離
の
上
下
X左
右
舞
か
ら
の
距
離
⑪
の
星騨
鮭
の
ら
の
距
離
〇

1.
1×
1.
2

1.
5

1.
7
1.
1×
1.
2

1.
3×
1.
4

13
×
1.
2

裾

短
径
長
径
短
径
/長
径
×
10
0

型
持

② 　 ９ ．
５

⑮ 12
.6

75
.4

A
面
左

A
面

右
B
面
左

B
面

右

上
下
×
左
右
 1
左
鰭
か
ら
の
距
離
上
下
×
左
右
 1
右
鰭
か
ら
の
距
離
上
下
×
左
右
左
鰭
か
ら
の
距
離
上
下
×
左
右
 1
右
鰭
か
ら
の
距
離

⊃
④

⊃

警
/絶

⊃

鰭
幅

内
面

突
帯

A 
面
 
中
 
央

B面
中
央

A
面

左
A

面
右

右
 
肩
 
⑩
右
裾
⑩
左
肩
 
○
左
裾
⑩
幅
 
①

一 局
幅
 
①

局
幅
 
①

昔 画
幅
 
①

一 局

0.
68

0.
07

0 
98

0.
17

0.
92

0.
15

0.
92

0.
17

調
整
そ
 
の
 
他

色
調

重
量
(g
)

内
面
突
帯
非
常
に
低
い
。
特
に
A・
B面
と
も
中
央
部
分
は
裾
に
接
し
て
い
る
。

51
F 
5/
4

89
8.
7



図版159

刊

＝

＝

＝

＝

＝

＝

Ｊ

＝

Ｈ

＝

Π

Ｈ

＝

Ｈ

Ｊ

Ｆｏ
Ｏ
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇

4号銅鐸

影

＠



5号
鐸
計
測
表

(単
位
cm
)

総
 
高

①

銀
舞

一 局
菱
環
部
の
厚
さ

短
 
径

長
径
1扁
平
率
1 
 
型
 
持

②
中
央
③
中
央
④
右
付
け
根
⑤
左
付
け
根
⑥
左
右
⑦
上
下
③

③
⑩

lt
_留
損y
tt
x1
0ω
短
辺
①
l長
辺
⑫

21
.7

1.
89

0.
50

0.
79

0,
86

2.
86

76
.7

鐸 「
身

高 　 〇

厚 　 ⑭

舞
か
ら
裾
の

長
さ
  
〇
舞
と 裾
を結
ん
だ
線

か
らの
最
深
値
@
最
深
部
の
舞
か

ら
の
距
離
⑫
外
反
度

横
  
 
帯
  
 
幅

⑬
下
辺
横
幅
帯

⑩
生 小
文
帯

の
幅

A面
IB
面
A面
B面
A面
B面
A面
IB
面

第
1
第
2
第
3
第
4
第
5
第
6

上
下

/

理
型

円
引
阿
寸闘
封n
Ⅲ
O卜
申

9

持
  
孔

A
面

B
面

左
右

左
右

上
下
×
左
右
舞
か
ら
の
距
離
②
左
露 贈
か
ら
第
4横
帯
か

ら
の
距
離
の
上
下
×
左
右
1舞
か
ら
の
距
翻
左
鰭
か
ら

の
距
離
の
嘉
4凍
rか

ら
の
距
離
の
上
下
×
左
右
舞
か
らの
lE
XO
 I
夢
鶉
竃
最
醍
菰
第
4横
帝
か

ら
の
踵
離
の
上
下
×
左
右
1舞
か
ら
の
距
砲
雰
霞
象
歳
1奢
沈
擦
癖
高

1.
4×
1.
4

1.
3X
l.
41
  
4.
9

1,
3×
1.
6

1.
3×
1.
5

裾
・短
径
長
径
短
径
/長
径
×
10
0

型
持

② 　 ９ ．
６

⑮ 12
.6

76
.2

A 
 
面
  
左

A
面
右

B
面
左

B
面
右

上
下
×
左
右
 1
左
鰭
か
ら
の
距
離
上
下
×
左
右
 1
右
鰭
か
ら
の
距
離
上
下
×
左
右
左
鰭
か
ら
の
距
離
1 
上
下
×
左
右
 1
右
鰭
か
ら
の
距
離

Э

甲
⊃

Э

?/
//
/イ
°
⑬

鰭
幅

内
面

突
帯

A面
中
央

B面
中
央

A 
 
面
  
左

A
面
右

右
肩
⑩
右
裾
⑩
左
肩
 
⑩
左
裾
⑩
幅
 
①

高
幅
 
①
l 
 
高

幅
 
①

局
幅
 
①
l 
 
高

0。
10

0.
10

0.
05

0.
20

0.
74

0.
19

0.
84

0.
19

0.
88

0.
28

0.
85

0.
25

調
整
そ
 
の
 
他

色
調

重
量
(g
)

内
面
突
帯
B面
中
央
特
に
低
い
。

5Y
5/
4

1.
11
6.
5
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表
預
U

計
鐸

号
(単
位
cm
)

総
 
高

①

鉦
舞

一 局
菱
環
部
の
厚
さ

短
径

長
 
径
扁
平
率

型
持

②
中
央
③
中
央
④
 l
右
付
け
根
⑤
左
付
け
根
⑥
左
右
⑦
上
下
③

⑨
⑩

(短
御
長
径
X1
00
)
短
辺
①
長
辺
⑫

23
.7

3.
26

0.
54
  
  
1 
  
 0
.7
1

0.
82

4.
21

69
.8

鐸
身

一局 　 ⑬

厚 　 ⑭

舞
か
ら
裾
の

長
さ
  
〇
舞
と 裾
を結
ん
だ
線

か
らの
最
深
値
G
最
深
部
の
舞
か

ら
の
距
離
⑫
外
反
度
横
 
帯
 
幅

〇
縦
帯
幅
⑩

(上
― 上
区
、
下
― 下
区
)

下
辺
横
幅
帯

⑩
各
区
の
大
き
さ
(左
右
×
上
下
)

A面
B面
A面
B面
A面
B面
A面
B面

第
1
第
2
第
3
左
中
右

第
1区

第
2区
1 
第
3区

第
4区

17
.3
AO
.3
BO
.2
16
.9
16
 8
0.
30
0.
45

1.
78
2.
68
A面

1.
3

A面
1,
3
A面
3.
7×
4.
3
3.
6×
44
14
.3
×
4.
5
4.
2×
4.
5

B面
1.
4

1.
3

B面
1.
4
B面
3.
9×
4.
6
3.
7×
4.
4
44
×
4.
5
3.
5×
4.
4

型
持

A
面

B
面

第
1

区
第

2
区

第
1

区
第

2
区

上
下
X左
右
舞
か
ら
の
距
離
⑪
左
籍
か
ら

の
IE
騨
の
第
2横
待
か

ら
の
距
離
の
上
下
×
左
右
舞
か
ら
の
距
納
Э
左
知
階
か
ら
第
2横
帯
か

ら
の
距
離
の
上
下
×
左
右
舞
か
ら
の
距
粕
Э
左
鰭
か
ら

の
距
離
の
ら
の
距
離
〇
上
下
×
左
右
舞
か
ら
の
距
納
Э
の
距
離
の
第
2横
7r
Tか

ら
の
距
Ht
tの

1.
2×
1

1.
3×
1.
1

1.
1×
1.
1

1.
2×
1.
1

1.
5

裾

短
径
1長
径
短
径
/長
径
×
10
0

型
持

② 　 ９ ．．

〇 12
.5

72
.8

A
面
左

A
面

右
B
面
左

B
面
右

上
下
×
左
右
 1
左
鰭
か
ら
の
距
離
上
下
×
左
右
 1
右
鰭
か
ら
の
距
離
上
下
×
左
右
左
鰭
か
ら
の
距
離
上
下
×
左
右
 1
右
鰭
か
ら
の
距
離

多
塑

⊃

多
/カ

⊃

甲
⊃

Э

鰭
幅

内
面

突
帯

A面
中
央

B 
面
 
中
 
央

A
面
左

A
面

右

右
 
肩
 
⑩
右
裾
⑩
左
 
肩
 
⑩
左
裾
⑩
幅
 
①

一 局
幅
①

一 島
幅
①

幅
①

一 局

0.
12

0.
86

0.
19

0.
77

0.
33

0.
81

0,
35

調
整
そ
 
の
 
他

色
調

重
量
(g
)

A面
の
内
面
突
帯
裾
と
接
し
て
い

型
持
孔
を
整
形
。

る
。
A面
右
鰭
に
鋳
造
時
の
し
わ
状
の
ヒ
ビ
。

5G
Y 
5/
4

87
5.
5
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1号銅矛計測表     (単 位cm)

全   長 (a)
鋒最大幅(b)
(その部分の厚さ)

鋒最小幅(C) 鋒 先 端 厚

鋒端から15cmで
の厚さ(108)

関  幅(d) 鋒先端から樋先
端までの距紹 e)

樋先端部での脊幅(F)
(その部分の厚さ)

鋒最小幅部分での春幅0
(その部分の厚さ)

5 75 11 95
０４

０

■

Ｏ
先端から30伽て
の厚さ (1_47)

関部分での脊幅い)
(その部分の厚さ)

袋部上端幅(ゆ

(その部分の長さ)
飾 帯 幅(j) 節帯下端の幅(り

1 85

(188)

2 45

(1 95)

布言下端の厚さ(D 耳 高lml l 耳 幅(・)1耳の厚さ10)重  量

062 1 980g

2号銅矛計測表     (単 位cm)

全  長(a) 鋒最大幅(b)
(その部分の厚さ)

鋒最小幅(C) 鋒 先 端 厚

鋒端から15cmで
の厚さ(098)

関  幅(d) 鋒先端から樋先
端までの距離(e)

樋先端部での脊幅(1)
(その部分の厚さ)

鉾最小幅部分での奮幅0
(その部分の厚さ)

10 87
0 84

(088)
先端から30cmで
の厚さ (1.27)

関部分での蒼幅

“

)

(その部分の厚さ)
袋部上端幅(D
(その部分の長さ)

飾 帯 幅(j) 節帯下端の幅(k)

1 85

(158)

2_45

(205)

布帯下端の厚さ(1)耳 高llal l 耳 幅(n)1耳の厚さ(O)1 重  量

1 32 0 61    1  1,240g

1号銅矛観察表

身 平 面 形 樋 の有 無 脊 上 の 鏑 刃

身上半は平行で
先細
(A2)

な し
(A4)

研ぎ出し

(B6)
刃つぶし

(B■ )

脊上の鏑下端の処理 翼端部断面形 翼横断面形 袋両側の処理

削り出し段
(B13)

ほとんど手を加

えない

(A19)

厚み変わらなし

(A20)

甲張 りを落す

(A22)

耳周囲の処理 耳 の 孔 節帯部分の処理 節 帯 幅

甲張りを落す
(A25)

あ り
(A27)

鋳出し

(A30)
中程度
(A35)

節帯平面形 節帯上端の位置 色 調 分 類

裾力■まとんど広
がらない

(A37)

A 5GY 3/4 I

鋳掛 1)

整
け調吟

その他 上下方向に大きく鋳型のずれ。

2号銅矛観察表

身 平 面 形 樋 の有 無 脊 上 の 鏑 刃

身上半は平行で

先細

(A2)

な し
(A4)

研ぎ出し
(B6)

刃つぶし
(Bll)

脊上の鏑下端の処理 翼端部断面形 翼横断面形 袋両側の処理

削り出し段
(B13)

九 味
(B18)

厚み変わらない

(A20)

甲張りを落す
(A22)

耳周囲の処理 耳 の 孔 節帯部分の処理 節 帯 幅

甲張りを落す
(A25)

あ り
(A、 B27)

鋳出し

(A30)

狭 い
(A34)

節帯平面形 節帯上端の位置 色 調 分 類

裾がほとんど広
がらない

(A37)

A 5G I

鋳掛け

調 整
研分け

樋内に鋳上がり時のシワがよく残る。鋒部鏑に対し直角
および平行になる研磨痕。A面左刃部中央に長い擦痕。

その他

*神庭荒神谷銅矛観察表の細別番号 (Al、 B6な ど)は、岩永省三が設定した銅矛の非計量的項目分類による (岩永省三「銅矛」『弥生文化
の研究』 6 雄山閣 1986)。
*観察表の分類 (I HⅢ)は、神庭荒神谷銅矛の分類である。
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3号銅矛計測表     (単 位cm)

全  長(→ 鋒最大幅(b)
(その部分の厚さ)

鋒最小幅(C) 鋒 先 端 厚

鋒端から15cmで
の厚さ(118)

先端から30伽で
の厚さ (157)

関  幅●) 鋒先端から樋先
端までの距剛(e)

樋先端部での脊ほう

(その部分の厚さ)
鋒最小幅部分での奇幅(0

(その部分の厚さ)

7.37
1 01

(1_18)

先端から30cnlで
の厚さ(157)

関部分での脊幅(h)

(その部分の厚さ)
袋部上端幅(ゆ
(その部分の長さ)

節 帯 幅(j) 節帯下端の幅(k)

(201)
2 58

(230)

節帯下端の厚さω 耳 高lnll l 耳 幅(n)1耳の厚さ(ω l 重  量

2 96 0 78   1  1,760g

4号銅矛計測表     (単 位伽 )

全  長(a) 鋒最大幅(b)
(その部分の厚さ)

鋒最小幅(C) 鋒 先 端 厚

(823)
6 59

(084)
6 22

関  幅(dl 鋒先端から樋先
端までの距聰 C)

樋先端部での脊幅(1)
(その部分の厚さ)

鉾最小幅部分での脊幅(gl
(その部分の厚さ)

(193)
0 98

(093)

1 47

(1 32)

関部分での脊幅住)
(その部分の厚さ)

袋部上端幅(i)
(その部分の長さ)

節 帯 幅0) 節帯下端の幅(kl

2 14

(180
2 75

(239)

節帯下端の厚さ0)耳 高llnl l 耳 幅(n)1耳の厚さ(O)1 重  量

2 11 2 78 0 56   1  2,160g

3号銅矛観察表

身平 面 形 樋 の 有 無 脊 上 の 鏑 刃

身上半は平行で

先細
(A2)

あ
ぃ

鋳型に彫り込み取り

出し後に研ぎ出す

(B7)

わずかに面取り
し刃つぶし

(B■ )

脊上の鏑下端の処遇 翼端部断面形 翼横断面形 袋両側の処理

削り出し段
(B13)

丸味を持つ

(B18)

縁近 くが厚い

(A21)

突線あり
(A22)

耳周囲の処理 耳 の 孔 節帝部分の処理 飾 帯 幅

突線あり

(A26)

あ

(A、

り

B27)
鋳出し

(A30)

広 い
(A、 B36)

節帯平面形 節帯上端の位置 色   調 分   類

大きく広がる

(A38)
A 5GY 2/2

鋳掛け

整
け調船
元部に継方向の研磨痕。A面右鋒部に深い擦痕。耳ミガキ。
節常に横方向のミガキ。樋内わずかに調整か。

その他 元部縁に沿って沈線。耳菱環頂部にも突線。

4号銅矛観察表

身平 面 形 樋 の 有 無 脊 上 の 飼 刃

先膨み

(A3)
あ り
(A5)

鋳型に彫り込み取り

出し後に研ぎ出す

(B7)

面取 りし刃つぶ

し

(Bll)

者上の鏑下端の処遇 翼端部断面形 翼横断面形 袋両側の処理

削り出し段
(B13)

丸 味
(B18)

縁近 くが厚い

(A21)

突線あ り

(A23)

耳周囲の処理 耳 の 孔 節帯部分の処理 節 帯 幅

突線あり
(A26)

な し
(A28)

削 り出し段

(B31)
広 い
(A、 B36)

節帯平面形 師帯上端の位置 色   調 分   類

大きく広がる
(A39)

C 5G2/2

鋳掛け

整
け分
詞
研

研分けあり。元部に縦方向の明瞭な研磨痕。
樋内未調整。

その他 B画左鋒部に鋳型のずれ。A面左樋中央に赤色顔料。
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5号鋼矛計測表     (単 位cm)

全   長 (a)
鋒最大幅(b)
(その部分の厚さ)

鋒最小幅(C) 鋒 先 端 厚

83 5
6 62

072)
6 14 0 08

関  幅(d) 鋒先端
から樋先

端までの距軟 e)
樋先端部での脊ほ0

(その部分の厚さ)
鋒撮小幅部分での脊幅lgl
(その部分の厚さ)

9 11
1.0

(0,85)

1.45

(118)

関部分での脊幅6)

(その部分の厚さ)
袋部上端幅(う
(その部分の長さ)

節 帯 幅(j) 節帯下端の幅(kl

2 12

(186)

2.8

2_28
3 79 5 23

節帯下端の厚さ(D 耳 高lml l 耳 幅(■)1耳の厚さ(O)1 重  量

4.00 1 2.03 1 295 1 071 11,860g

6号銅矛計測表     (単 位cm)

全   長 (a)
鋒最大幅⑪
(その部分の厚さ)

鋒最小幅(C) 鋒 先 端 厚

79 9
7 25

(070)
6.78 0.23

関  幅ld) 鋒先端から樋先
端までの距聰 C)

樋先端部での脊幅(0
(その部分の厚さ)

鯨施紛での奇醐
(その部分の厚さ)

0 94

⑭ 8の
1.40

(1.17)

関部分での春幅

“

)

(その部分の厚さ)
袋部上端幅(0

(その部分の長さ)
節 帯 幅(j) 節帯下端の幅(kl

(170)
2.75

(2.15)
3.48 5 25

節稽下端の厚さ0)1 耳 高lml l 耳 幅(n)1耳の厚さ(0)1 重  量

3.67 1 211 1 285 1 059 11,500g

5号銅矛観察表

身平 面 形 樋 の有 無 脊 上 の 鏑 刃

先膨み

(A3)
あ
ぃ

鋳型に彫り込み取り

出し後に研ぎ出す

(B7)

刃つぶし
(Bll)

脊上の鏑下端の処瑠 翼端部断面形 翼横断面形 袋両側の処理

削り出し段
(B13)

丸 味
(B18)

縁近くが厚い

(A21)

突線あり

(A23)

耳周囲の処理 耳 の 孔 節特部分の処理 飾 特 幅

突線あり
(A26)

し
め
な
仏

削 り出し段

(B31)

広 い
(A、 B36)

飾帯平面形 節帯上端の位置 色 調 分 類

大きく広がる

(A39)
C 5GY 3/4

鋳掛け 刃部樋先端近くに鋳建卜け。

整
け分

調
研

刃部全面に明瞭な研磨痕 (鏑に対して鋭角)。
元部から袋部にかけ縦方向の研磨痕 (細かい)。 節帯は横
方向の研磨痕。樋内未調整。

その他 袋部上端にピン。

6号銅矛観察表

身平 面 形 樋 の有 無 脊 上 の 鏑 刃

先膨み
(A3)

あ
ぃ

鋳型に彫り込み取り
出し後に研ぎ出し
(B7)

刃つぶし

(Bll)

脊上の鏑下端の煙 翼端部断面形 翼横断面形 袋両側の処理

削り出し段

(B13)

丸味をつける

(B18)

縁近くが厚い

(A21)

突線あり
(A23)

耳周囲の処理 耳 の 孔 節帯部分の処理 節 帝 幅

突線あり
(A26)

し

０
な
傲

削り出し段
(B31)

広 い
(A、 B36)

節帯平面形 節帯上端の位置 色 調 分 類

大きく広がる

(A39)
B 5GY 4/4

鋳掛け

調 整
研分け
A面左側刃部に研磨痕。天部に縦方向の細かな研磨痕。
節帯横方向にミガキ。樋下半は調整か。

その他
節帯上端および耳突線に赤色顔料。
脊部分に 8個の円孔 (X線による)。
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7号銅矛計測表     (単 位cm)

全  長(a) 鋒最大幅(b)
(その部分の厚さ)

鋒最小幅(C) 鋒 先 端 厚

7.94

(0.63)

関  幅(d) 鋒先端から樋先
端までの距駅 e)

樋先端部での脊幅(F)
(その部分の厚さ)

鋒最月輔部分での寄幅0
(その部分の厚さ)

1.01

(0.70)

1 83

(130

関部分での若幅(け

(その部分の厚さ)
袋部上端幅(ゆ
(その部分の長さ)

節 帯 幅(j) 節帯下端の幅(k)

2.2ユ

(175)

2.64

(218)
3.82

霜帯下端の厚さlll 耳 高lml l 耳 幅(n)1耳の厚さ(0)1 重  量

3 95 0.71    1  1,730g

8号銅矛計測表     (単 位cm)

全  長(a) 鋒最大幅(b)
(その部分の厚さ)

鋒最小幅(C) 鋒 先 端 厚

09り
6.31

(0_75)

関  幅(d) 鋒先端から樋先
端までの距椒 e)

樋先端部での脊幅(1)
(その部分の厚さ)

鋒撮小幅部分での奮幅0
(その部分の厚さ)

(19.0)
2 20

⑭.8働
1.58

(121)

関部分での脊幅0)
(その部分の厚さ)

袋部上端幅(,
(その部分の長さ)

節 帯 幅(j) 飾帯下端の幅(D

2.22

(1.80)

2.87

(2.22)
5 05

窺帯下端の厚さ0)1 耳 高lml l 耳 幅(n)1耳の厚さ(0)1 重  量

2 82 0 63    1  1,620g

7号銅矛観察表

身平 面 形 樋 の 有 無 脊 上 の 鏑 刃

先膨み

(A3)
あ り
(A5)

鋳型に彫り込まれ取
り出し後に研ぎ出し
(B7)

刃つぶし
(Bll)

脊上の錦下端の畑 翼端部断面形 翼横断面形 袋両側の処理

削り出し段
(B13)

丸味をつける
(B18)

縁近 くが厚い

(A21)

突線あり
(A23)

耳周囲の処理 耳 の 子し 節帯部分の処理 節 帯 幅

突線あり

(A26)

な し
(A28)

削り出し段
(B31)

広 い
(A、 B36)

節帯平面形 節帯上端の位置 色   調 分   類

大きく広がる

(A39)
B 5G2/4

鋳掛け 鋒部銘近くに鋳掛け (A面 lヶ所、B面 3ヶ所)。

調 整
研分け
研分けあり。元部から袋部にかけて縦方向の細かな研磨
痕。節帯、耳にミガキ。樋内面未調整。

その他 先端に研分けとは違う深い擦痕。

8号銅矛観察表

身平 面 形 樋 の有 無 脊 上 の 鏑 刃

先膨み

(A3)
あ り
(A5)

鋳型に彫り込み取り
出し後に研ぎ出し
(B7)

刃つぶし
(Bll)

脊上の鏑下端の処 翼端部断面形 翼横断面形 袋両側の処理

削り出し段
(B13)

丸味をつける

(B18)

縁近 くが厚い

(A21)
突線あり
(A23)

耳周囲の処理 耳 の 孔 節帯部分の処理 節 帯 幅

突線なし

(A25)

し

働
な
ぃ

削り出し段
(B31)

広 い
(A、 B36)

飾帯平面形 節帯上端の位置 色   詞 分   類

大きく広がる

(A39)
A 5GY 3/2

鋳掛け

調 整
研分け

研分け。元部縦方向のミガキ。袋部縦方向の細かな研磨
痕。節帯、耳ミガキ。樋内未調整 ?

その他
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9号銅矛計測表     (単 位cm)

全  長(a) 鋒最大幅(b)
(その部分の厚さ)

鋒最小幅(C) 鋒 先 端 厚

6.98

(076)

関  幅(d) 鋒先端から樋先
端までの距轍 e)

樋先端部での者幅(f)
(その部分の厚さ)

鋒最打蠣部分での若幅働
(その部分の厚さ)

0.95

(0.90

1 43

(1 20)

関部分での者幅0)
(その部分の厚さ)

袋部上端幅|)
(その部分の長さ)

節 帯 幅(j) 節帯下端の幅(kl

2 15

(1.91)

2 88

似 2め

飾帯下端の厚さllll 耳 高lml l 耳 幅ω l耳の厚さ(O)1 重  量

0.67 11,880g

10号銅矛計測表     (単 位cla)

全  長(a) 鋒最大幅(b)
(その部分の厚さ)

鋒最小幅(C) 鋒 先 端 厚

6 87

⑭ 7め

関  幅(d) 鋒先端から樋先
端までの距租 C)

樋先端部での脊幅(1)
(その部分の厚さ)

鋒最小幅部分での奮幅0
(その部分の厚さ)

18,90
0 97

(088)

1 43

(115)

関部分での脊幅

“

)

(その部分の厚さ)
袋部上端幅(ゆ

(その部分の長さ)
飾 帯 幅(j) 節帯下端の幅(kl

2 16

(193)

2.70

(2.25)

節常下端の厚さ0)1 耳 高lml l 耳 幅(n)1耳の厚さ(O)1 重  量

067 11,900g

9号THl矛観察表

身 平 画 形 樋 の有 無 脊 上 の 鏑 刃

先膨み
(A3)

し
＞

な

欲

鋳型に彫り込み取り

出し後に研ぎ出し

(B7)

刃つぶし

(Bll)

S上の鏑下端の処魁 翼端部断面形 翼横断面形 袋両側の処理

削り出し段

(B13)

丸味をつける
(B18)

縁近くが厚い

(A21)

突線あり

(A23)

耳周囲の処理 耳 の 孔 節帯部分の処理 節 帯 幅

突線あり

(A26)

し

め
な
ぃ

削 り出し段

(B31)

広 い
(A、 B36)

節帯平面形 師帝上端の位置 色   調 分   類

大きく,去がる
(A39)

B 5GY 3/2

鋳掛け

調 整
研分け

研分け元部、袋都に縦方向の細かな調整痕。
飾帯、耳ミガキ。樋内未調整。

その他 A面鋒部右縁に鋳型のずれ。

10;銅矛観察表

身平 面 形 樋 の有 無 脊 上 の 鏑 刃

先膨み
(A3)

あ り
(A5)

鋳型に彫り込み取り

出し後に研ざ出し

(B7)

刃つぶし
(Bll)

手上の鏑下端の煙 翼端部断面形 翼横断面形 袋両側の処理

削り出し段

(B13)

丸味をつける

(B18)

縁近くが厚い

(A21)

突線あり
(A23)

耳周囲の処理 耳 の 孔 節帯部分の処理 節 帯 幅

突線あり

(A26)

な し
(A28)

削り出し段
(B31)

広 い
(A、 B36)

節帯平面形 節帯上端の位置 色   調 分   類

大きく広がる
(A39)

B 5GY 3/4 HI

鋳掛け 下端に鋳掛け (円孔による足掛かりあり)。

調 整
巧残月Hナ

研分け。元部から袋にかけて縦方向の細かな研磨痕。
節帯、耳ミガキ。樋内未調整。

その他
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11号銅矛計測表     (単 位cm)

全  長(a) 鋒最大幅(b)

(その部分の厚さ)
鋒最小幅(C) 鋒 先 端 厚

8 20

⑩ 5劾

関  幅(d) 鋒先端
から樋先

端までの距離(e)
樋先端部での脊風n
(その部分の厚さ)

鋒最4輻部分での若幅(0
(その部分の厚さ)

9,79
1 17

⑭_69)
1 62

(10つ

関部分での脊幅(h)

(その部分の厚さ)
袋部上端幅(i)

(その部分の長さ)
節 帯 幅(j) 飾帯下端の幅(D

2.34

(1.82)

2 88

似 20

朗帯下端の厚さ0)耳 高lml l 耳 幅(a)1耳の厚さ(0)1 重  量

4.17    1  (1.98)   1    3 34    1    0 47    1  1,600g

12号銅矛計測表     (単 位 cln)

全  長(a) 鋒最大幅(b)
(その部分の厚さ)

鋒最小幅(C) 鋒 先 端 厚

6 04

⑭ 7め

関  幅(d) 鋒先端から樋先
端までの距恕。)

樋先端部での脊隠0
(その部分の厚さ)

簗最刀輻部分での若楓9
(その部分の厚さ)

1 07

⑭ 9働
1 47

(1.21)

関部分でのを幅い)
(その部分の厚さ〉

袋部上端幅(ゆ
(その部分の長さ)

節 帯 幅(j) 節帯下端の幅(k)

2.13

(1.85)

2.61

(2.25)
2 99

飾常下端の厚さ0)耳 高lml l 耳 幅(n)1耳の厚さ(0)1 重  量

2 75 0.56   1  1,200g

11号銅矛観察表

身平 面 形 樋 の 有 無 脊 上 の 鏑 刃

先膨み

(A3)
あ
徹

鋳型に彫り込み取り
出し後に研ざ出し
(B7)

刃つぶし

(Bll)

淳上の鏑下端の処娼 翼端部断面形 翼横断面形 袋両側の処理

削り出し段

(B13)

九味をつける

(B18)

縁近 くが厚い

(A21)

突線あり

(A23)

耳周囲の処理 耳 の 孔 節帝部分の処理 節 帯 幅

突線あり
(A26)

な し
(A28)

削り出し段
(B31)

い

Ｂ３６

広

Ａ
、

節帯平面形 節帯上端の位置 色   調 分   類

大きく広がる

(A39)
B 5GY 5/4 II

鋳掛け A、 B面左刃部樋先端近くおよびB面右刃部下部に鋳掛け。

整
け分
調
研

元部縁辺にわずかに擦痕。樋内面未調整。

その他

12号銅矛観察表

身平 面 形 樋 の 有 無 脊上 の 銘 刃

先膨み

(A3)
あ り
(A5)

鋳型に影り込み取り
出し後に研ぎ出し
(B7)

刃つぶし

(Bll)

脊上の鏑下端の処遇 翼端部断面形 翼横断面形 袋両側の処理

削 り出し段

(B13)

丸味をつける

(B18)

縁近くが厚い

(A21)

突線あり

(A23)

耳周囲の処理 耳 の 子し 節帯部分の処理 節 帯 幅

突線あり

(A26)

し

働

な

欲
削り出し段
(B31)

広 い
(A、 B86)

節帯平面形 節帝上端の位置 色   調 分   類

大きく広がる

(A39)
B 5GY 4/4

鋳掛け B面樋先端の鏑近 くに鋳をHす。

整
け分

調
研
鋒部に研磨痕。元部、袋部に縦方向の研磨痕。
飾帯縦方向にミガキ。樋内面未調整。

その他 全体に反 り強い
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13号銅矛計測表     (単 位cln)

全   鳳 a)
鋒最大幅(b)
(その部分の厚さ)

鋒最小幅(C) 鋒 先 端 厚

7.25

⑭ 60

関  幅(d) 鋒先端から樋先
端までの距歌 e)

樋先端部での蒼ほf)

(その部分の厚さ)
鋒最J堀部分での蒼風9

(その部分の厚さ)

0 97

⑩ 73)
1.54

(127)

関部分での春幅

“

)

(その部分の厚さ)
袋部上端幅(0

(その部分の長さ)
飾 帯 幅(j) 節帯下端の幅(り

2.18

(183)

2 74

(234)
5_42

飾帯下端の厚さ⑪l 耳 高lml l 耳 幅(・)1耳の厚さ(。)1 重  量

2 03 0.63 11,700g

14号銅矛計測表     (単 位cm)

全  長(a) 鋒最大幅lb)
(その部分の厚さ)

鋒最小幅(C) 鋒 先 端 厚

鋒端から15cnlて
の厚さ(1_34)

先端から30cmで
の厚さ (145)

関  幅ld) 鋒先端から樋先
端までの距Btle)

樋先端部での脊幅(1)
(その部分の厚さ)

鋒最小幅部分での書幅(gl
(その部分の厚さ)

Q6.0
1 18

(102)

1.45

(144)

関部分での脊幅(け
(その部分の厚さ)

袋部上端幅(i)
(その部分の長さ)

飾 常 幅(,) 節帯下端の幅(kl

1 97

⑫.00
2 48

(237)
2.39

蔀帯下端の厚さ0)耳 高lml l 耳 幅(■)1耳の厚さ(Ol l 重  量

3 21 0 72    1  1,480g

13号銅矛観察表

身平 面 形 樋 の有 無 脊 上 の 鏑 刃

先膨み
(A3)

あ
ぃ

鋳型に彫り込み取り

出し後研ぎ出し

(B7)

刃つぶし
(Bll)

脊上の鏑下端の処ヨ 翼端部断面形 翼横断面形 袋両側の処理

削り出し段

(B13)

丸味をつける

(B18)

縁近 くが厚い

(A21)

突線あり
(A23)

耳周囲の処理 耳 の 孔 節帯部分の処理 節 帯 幅

突線あり

(A26)

し

め
な
ぃ

削り出し段
(B31)

広 い
(A、 B36)

節帯平面形 節帝上端の位置 色   調 分   類

大きく広がる

(A39)
B 5GY 3/2

鋳掛け

整
け調船
研分け、元部、袋部に縦方向の研磨痕。
節帯、耳に細かなミガキ。

その他 関のやや下によくらみ。鏑近くに円孔。

14号銅矛観察表

身 平 画 形 樋 の 有 無 脊 上 の 鋳 刃

上半両側は平行
で先細
(A2)

あ
ぃ

鋳型に彫り込み取り
出し後に研ぎ出し

(B7)

刃つぶし
(Bll)

S上の鏑下端の処遇 翼端部断面形 翼横断面形 袋両側の処理

削り出し段

(B13)

九味をつける

(B18)

縁近 くが厚い

(A21)

突線あり

(A23)

耳周囲の処理 耳 の 孔 節帯部分の処理 節 帯 幅

甲張りを落す
(A25)

し

め
な
ぃ

鋳出し

(A30)

広 い
(A、 B36)

節帯平面形 飾帯上端の位置 色   調 分   類

少し裾が広がる

(A38)
A 5GY 2/0

鋳掛け

調 整
研分け

銘に対し直角に研磨。元部、袋部、縦方向に研磨痕。
節帯横方向の研磨痕。樋内未調整。

その他 関の下は鋳放しの状態を残す。
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15号銅矛計測表     (単 位cm)

全  長(a) 鋒最大幅(b)

(その部分の厚さ)
鋒最小幅(C) 鋒 先 端 厚

6_70

⑩,8つ
6.17

(1.17)

関  幅(d) 鋒先端から樋先
端までの距聰 C)

樋先端部での脊楓つ
(その部分の厚さ)

鋒最小幅部分での春幅(gl
(その部分の厚さ)

9 25 20 0
1 12

⑭.99
1.28

(113)

関部分での脊幅い)
(その部分の厚さ)

袋部上端隠ゆ
(その部分の長さ)

節 帝 幅(j) 節帯下端の幅(kl

2.13

(1.90

2.74

(2.3め
3.39

市帯下端の厚さllll 耳 高lml l 耳 幅(n)1耳の厚さ(O)1 重  量

3 22 0.60    1  1,720g

16号銅矛計測表     (単 位cm)

全  長(a) 鋒最大幅(b)
(その部分の厚さ)

鋒最小幅(C) 鋒 先 端 厚

6.93

⑭.6り
5.88

(1.22)
0.24

関  幅●) 鋒先端から樋先
端までの距歌 e)

樋先端部での者幅(f)
(その部分の厚さ)

鋒最打報部分でつ奮幅0
(その部分の厚さ)

1 08

⑭ 82)
1 58

(1.27)

関部分での脊幅lhl
(その部分の厚さ)

袋部上端幅(i)
(その部分の長さ)

節 帯 幅(j) 節帯下端の幅(k)

(1,95)
2.77

(2.31)
3.24 5 24

節帯下端の厚さllll 耳 高lml l 耳 幅(n)1耳の厚さ(。)1 重  量

0,73 1 1,320g

15号銅矛観察表

身平 面 形 樋 の有 無 脊 上 の 鏑 刃

先膨み

(A3)
あ
欲

鋳型に彫り込み取り
出し後に研ざ出し

(B7)

刃つぶし
(Bll)

脊上の鏑下端の処 翼端部断面形 翼横断面形 袋両側の理理

削り出し段
(B13)

九味をつける

(B18)

縁近 くが厚し

(A21)

突線がある

(A23)

耳周囲の処理 耳 の 子L 節帯部分の処理 節 帯 幅

突線がある
(A26)

し

２８

な

Ａ

削り出し段
(B31)

広 い
(A、 B36)

節帯平面形 節帯上端の位置 色   調 分   類

大きく広がる
(A39)

B 5GY 3/4

鋳掛け

調 整
研分け

研分け。元都継方向のミガキ。袋部縦方向の研磨痕。
飾帯横方向のミガキ。樋内未調整。

その他 鋒部左縁に鋳型のずれ。

16号銅矛観察表

身平 面 形 樋 の有 無 脊 上 の 鏑 刃

先膨み

(A3)
あ
仏

鋳型に彫り込み取り
上げ後に研ぎ出し
(B7)

刃つぶし

(Bll)

与上の鏑下端の処理 翼端都断面形 翼積断面形 袋両側の処理

削り出し段
(B13)

丸味をつける

(B18)

縁近くが厚い

(A21)

突線がある

(A23)

耳周囲の処理 耳 の 子し 飾帯部分の処理 節 帯 幅

突線がある

(A26)

な し
(A28)

削り出し段
(B31)

い

Ｂ８６

広

Ａ
、

飾帯平面形 節帯上端の位置 色   調 分   類

大きく広がる

(A39)
A 5GY 4/4

鋳とμサ 鋒部に鋳掛け。

調 整
研分け

刃部研磨痕明瞭。元部、袋部縦方向のミガキ。
節帯横方向のミガキ。

その他
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荒神谷遺跡出土土器類観察表

番号 器種
出土地点

層  位
法       量  (cm)

胎土・焼成・色調 手 法 の 特 徴 形態・文様の特徴
口径 器高 底径

l

須恵器

邦

第 1試掘坑

黒色土

胎土 :2 mm以 下の砂粒含む

焼成 :良好

色調 :青灰色

面

面

内

外

回転ナデ

〃

外面重ね焼きによる色

調の変化認められる

2 甕

生

成

調

胎

焼

色

微砂粒含む

良好

青灰色

面

面

内

外

回転ナデ
口縁端部夕隙Jがやや丸

く突出内表面摩耗して

滑らか

3 高不 〃

胎土 :2 mm以 下の砂粒含む

焼成 :良好

色調 :青灰色

面

面

内

外

回転ナデ

〃

筒状の脚部を郭底面に

接合

4
土師器

甕

1984年度

暗褐色土
22.0

胎土 :2 mm以下の砂粒含む

焼成 :やや不良

色厚 :黄灰色

口縁内外面 積ナデ
胴部外面 ナデ十刷毛目調整
胴部内面 ヘラケズリ

5
須恵器

蓋

19864F】霊

N lE6
炭化物層

生

成

調

胎

焼

色

微砂粒含む

良好

青灰色

面

面

内

外

回転ナデ

〃

口縁内面にわずかに段

あり

6 蓋
1985年度

N4E2

土

成

調

胎

焼

色

2血n以下の砂粒含む

良好

青灰色

内面 回転ナデ
外面   〃
ヘラ切 り離し後ナデ

7 郭
19854F】
=N2E0

土

成

調

胎

焼

色

微砂粒含む

やや良好

暗青灰色

内面 回転ナデ
外面   〃

支ち上がり薄手でやや

内傾

8 蓋
1985年度

NOE0

胎土 :l mm以下の砂粒多量

焼成 :良好

色調 :明青灰色

内面 回転ナデ
外面下半 回転ナデ
外面上半 ヘラケズリ

ヘラ切り離し

つまみ離脱

9 不
1988年度

トレンチ①

胎土 :l mm以下の砂粒含む

焼成 :良好

色調 :外面暗灰色、内面灰色

内面 回転ナデ
外面体部 回転ナデ

回転糸切り離し後、高

台貝占り付け

甕
1990上F瀑霊

トレンチ⑥

胎土 :2 mm以下の砂粒含む

焼成 :良好

色調 :淡黄褐色

面

面

内

外

不明

回転ナデ

土師器

高郭

1988年度

トレンチ①

胎土 :2 mnl以下の粗砂含む

焼成 :良好

色調 :淡橙色

面

面

内

外

回転ナデ

回転ナデ

荒神谷遺跡出土石器・石製品観察表

番号 器  種
出土地点

層  位
法  量 (cln)

材  質 色  調 備  考
長 さ 幅 厚さ

管玉未製品
第 2試掘坑

トレンチ西端裾
碧玉 深緑色

磨石状

石器

第 2試掘坑

トレンチ西端裾
凝灰岩質 灰褐色
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銅 負U番 号 横 田入幡 宮 併 類 十  一 ― 全 コ圭   50.90cm 関

切 先 方 向 色 調 1  5GY 3/2 現 長 50.80cm 堅 下 端 幅 1.88cm
面 lBl 

―
貪U 長 ヨ圭   48.35cm 突 起 の 位 置 18_00cln

×F円 lAl な  し lBl な  し 刃  部  長 30.30cln 副万最小鴨の位置 15.40cm

重量 (含浸前 ) 532 0富 重量 (含浸後 ) 到  方  長 5_85cm 到万下端 の位 置 12.10cm
A面蒼 幅 (a) 1 62cm B面春 幅 (a) 1.68cm 茎 長 2.55cm 大 幅 の 位 置 7.40cm

1_68cm 〃  (b) 1 70cm 突 起 幅 起 部 脊 厚 0 96cm
1.78cm 〃  (C) 1 76cm 到 方最小 幅 41」 方下端春 厚 1_04cn

〃  (d) 1.89cm 〃  (d) 1 80cm 到 方 下齢 幅 最大幅部脊厚 1.09cm
〃  (e) 1.85om 1 83cm 最 大  幅 関 部 脊 厚 1.09cln

特 徴
者厚が厚く、脊幅も太い。
茎が太くて長い。欠損著しいが非常にしっかりした銅剣。

遺存状態 (幅部 端部厚 0 13cm

端 部  厚 0 17cm

修理中の知見 嚢‰月暑たと堤琶.懸ロゴげ羊
鉛同位体比

206/204 207/206 208/206

定量分析
Cu(O/6) Sn(%) Pb(%) A質 (°/。 )I As(°/6)I Bi(%) Co(°/。 )I Fe(%)IMn Ni(%) Sb(O/6)lZn(ぅ。m〕

鈴の蛍光X線

試 料 色 調 測 定 条 件 1(%) 測 冠 条 件 2  (%)
Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  AFr Cu Sn Pb Fe As Si Al K Ca CI  S その4
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銅 剣 番 号 志谷奥 3号 全 長 ね昆   50.859m 関 幅

切 先 方 向 |    ―― 色 調 1 5GY 5/4 現  存  長 50_75cm 基 下 端 幅 l 41cm
面 lAl ―― lBl ―― 套‖ 壕予 長 つ見   48 85om 突 起 の 位 置 推  16.20cln

lAl な  とフ lBl な  し 刃 部 長 復  32 65cln 到方最小幅の位置

重量 (含浸前 ) 462 92g 重量 (含浸後 ) 割  方  長 参U方下 端 の位 置

A画脊 甲昌(a) 1 38cn B面脊 幅 (a 1 38cm 茎 長 2 00om 最 大 幅 の 位 音

〃   (b)1        1 40cm 〃  (b) 1 435cm 突  起  幅 矢 起 部 脊 厚 0 92cm
〃  (C) 1 52cm 〃  (C 1 49cm 号」フテ賃鷲/Jヽ中邑 到 万 下 端 脊 厚 0 92cm
〃  (d) 1 53cm 〃 (d 1 485cm 到 方下端 幅 最 大 幅 部 脊 厚 0 94cm

1 60cm 〃  (e) 1 54cm 最  大 幅 関 都 春 厚 0 99cln

特   徴 脊厚
が厚い。突起の位置が低い。茎が細い。

刃部が長め。欠損著しい。巣が目立つ。
遺存状態 最大 幅部端 部 厚

関 端 部 厚

修理中の知見 日
者
月年
測
浪実
実

1994年 4月 11日
永 島 いずみ

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206

17 719 0_8767

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(% A質 (%)I As(%)I Bi(%) Co(%, I Fe(協 6)l�ln(DDm) Ni(°/。 )I Sb(%)IZn(DOm)

0 12   1  0 53 0043 1 0012 1  <1 <10

鈴の蛍光X線

試  料 色 調
測 定 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(%)
Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu Sn Pb re As Si AI K Ca CI  S その4

銅 剣 番 号 志 谷奥 2号 分 類 |  ―― 全 長 推  50 95cln 関 幅

切 上 方 向 |    ―一 色 調 1  5GY 6/2 現  存  長 50 90cln 華 下 端 幅 1.467cm

lel lAl ―― lBl ―一 剣  身  長 花   49 00cm 饗 記 の イ亨 着 16 45cm
lAl な  し lBl な 刃 部  長 推  32 55cln rl方最小鴨の位置

重量 (含浸前 ) 464 34富 重量 (含浸後〕 割  万  長 到 万下端 の位 置

A面春幅(a)1   1 345cln L向否 咀停) 38cm 茎 長 1 95cm 最 大 幅 の 位 置

39cm ″  (b) 突 起 幅 突 起 部 脊 厚 0 92cm
〃   (C)1       1 41cm ″  (C) 44cm 今U方最 /1ヽ幅 到 万 下 端 脊 厚 0 925cm
〃   (d)1       1 48cm 〃  (d) 45cm 最 大 幅 部 脊 厚 0 95cm
〃   (e)1       1 52cm 51cm 最  大  幅 関  部  脊  厚 0 97cm

特   徴 脊厚が厚
い。突起の位置が低い。茎が細し

刃部が長め。脊の反りが者しい。
遺存状態 最 大 幅部端 都 厚

関 端 部 厚
修理中の知見 日

者
月年
測

浪実
実

1994年 4月 14日
永 島 いずみ

鉛同位体比
207/206

17 591 0 8817 2.1715

定 量分 析
Cu(%) Sn(%) Pb(%) Ag(°/。 )I As(%) (% o(O/。 )I Fe(°/6)l� ln Ni(%, I Sb(フ る)IZn(DDFn)

0048 1 0015 1 <1 (10

鋪の蛍光X線

試  料 色  調
測 定 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(%)
Cu  Sn b Fe Sb Ag Cu Sn Pb Fe As Si Al K Ca Cl  S その

銅 剣 番 号 志谷奥 1号 分 翔     
―

仝 長 It   54 38cm 関 幅

切 先 万 向 |    ―― 色 調 1  5GY 5/4 現  存  長 54 03cm 垂 下 端 鴨 tr    1 40cm
面 lAl ―一 lBl ―― 負W 身 推   52 31cm 突 起 の 位 置 18 50cm
×印 lAl な  し lBl な  し 刀 部 長 訂圭   33 80cm 奪J方最小幅の位置 推  16 50cm

重量 (含浸前 ) 506 42寅 重暑 煩後 ) 到  万  長 到方下端 の位 置

A面春 幅 (a) 36cn B面脊 幅 (a) 1 37cm 茎 長 2 07cm 最 大 幅 の 位 清

〃  (b) 1 42cm 〃  (b) 1.41cm 突  起 幅 突 起 部 脊 厚 0 93cm
〃  (C) 1 42cm 〃  (C) 1 43cm 到 方最 小 幅 到 万 下 端 脊 厚 0 97cm
〃  (d) 1 48cm 〃  (d) 46cm 今U万下端 幅 最 大 幅 部 春 厚 0 97cm

1 50cm 〃  (e) 1_49cm 最 大 幅 関 部 脊 厚 1 03cm

特   徴 脊厚
が厚く、脊が左右に大きく屈折する。

刃部が長い。茎が細い。脊に巣が目立つ。
遺存状態 最大 幅部蛉 部 厚

端  部 厚

修理中の知見 嚢
測
衝
月
暑1淫
飩
轟
4是肌
旱

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206

2 165817 701 0 8774

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(°/6) Ag(%)I As(%)I Bi(0/6) Co(%)I Fe(%)IMn(ppm)Ni(%) Sb(%) IZn(っっm)

066 0037 1 0025 1  <1  1 014 <10

鋪の蛍光X線

試 料 色 調 測 定 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(%)
Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  AFr Cu Sn Pb Fe As Si Al  K Ca CI  S そのrH
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銅 剣 番 号 1   志谷奥 6号 分 劉     
―

全 長 富圭   49 50cm 関

切 先 方 向 |    ―― 色 調 1  5G5/4 現  存  長 49 25cm 茎 下 端 鴨 1 39cm
面 lBl 

―
剣 身 長 rt   47 62cm 突 起 の 位 置 16 00cm

lAl な  し lBl な 刃 部  長 推  31.60伽 割方最小幅の位置 13_60cm
重量 (含浸前 ) 500.2111 重量(含浸後) 割  方  長 朝圭    5.20cm 到 万 卜端 の位 置

“

を   10,80cn
A面春 幅 (a) 1 35cm B面脊 中邑(a) 31cm 茎 長 1 88cm 最 大 幅 の 位 置 7.80cm

41cm 〃  (b) 32cn 突  起  幅 突 起 部 脊 厚
〃  (C) 1 44cln 〃  (C) 32cm 副 万最小 鴨 割 方 下 端 脊 厚 05cm
〃  (d) 1 48αm 39cm 到 方下端 幅 最大幅部脊厚 10cm
〃  (C) 1 54cm 〃  (e) 51cm 最 大  幅 関 部 看 厚 16cm

特   徴 脊厚
が厚い。突起の位置が低い。

茎がやや短かい。全長やや短かめ。
遺存状態 最大 幅部端 部 厚 0 17cm

関 瑞 部 厚

修理中の知見
日

者

月年
測
預実
実

1994年 4月 8日
佐 藤 綾 子

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206

17 745 0 8753

定量分析
Cu(%) Sn(°/。 ) Pb(O/6) A貿 (%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(DDm Ni(%)I Sb(O/6) Zn(ぅ。mⅢ

11   1  0 48  1  0.043 0095 1 0.036 1  <1 <10

錆の蛍光X線

試  料 色 調
IRl冠 条 件 1 (%) 測 定 条 件 2(%)
Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu  Sn Pb Fe As Si Al  K Ca CI  S その4

銅 剣 番 号 志谷奥 5号 分 類 |   
―

令 長 50 45cm 関 幅

切 先 方 向 |    ―一 色 調 1  5GY 5/4 現  存  長 50 45cm 茎 下 端 幅

lEl い  一一 棗J 身 長 48 25cm 突 起 の 位 置 17 20cm
lAl ―― lBl な  し 刃 部  長 31 00cln 到方最小幅の位置 14 70om

重量 (含浸前 ) 425 72富 重量(含浸後) 割  チデ 長 ヨ云    5 55cm 割方下端の位置 】ム   11 65cm
A面春幅伸) 1 275cm B面脊 幅 (→ 37cm 茎 長 2 20cm 景 大 幅 の 作 署 9 20cm
〃  (b) 33cm 32cm 突 起 幅 突 起 部 脊 厚 0 78cm
〃  (C) 33cm 〃  (C) 34cm 奪U万 J衰 /Jヽ中邑 到 方 下 端 脊 厚
〃  (d) 35cm 〃  (d) 41cm 到 方下端 幅 最 大 幅 部 春 厚 0 86cm
〃  (e) 〃  (e) 64cm 最 大  幅 関 部 脊 厚 0 98cm

特   徴 脊厚
が厚めで、A・ B面で左右にズレ有り。

突起の位置が低め。A・ B面 ともに巣が目立つ。
遺存状態 最大 幅部 端部 厚 0 14cm

関 端 都 厚 0 09cm

修理中の知見
日

者

月年
測
韻実
実

1994年 4月 20日
永 島 いずみ

鉛同位体比
206/204           1           207/206 208/206
7 539            1            o 8833 2 1738

定量分析
Cu(%, Sn(u/O) Pb(%)IA寅 (%)I As(%)I Bi(%) Co(ラる, I Fe(協 6)けツIn(DOm) Ni(°/。 )I Sb(0/a)IZn(。。m)
85.6 24 1 044 10055 0018 1 0011 1  <1 <10

錆の蛍光X線

試  料 色  調
測 定 条 件 1 (%) 測 定 条 件 2(%
Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu  Sn :b Fe As Si Al  K Ca CI  S その他

鋼 剣 番 号 志 谷 襲 4号 全 長 推  50 90cm 関 幅

切 先 方 向 |   ―一 色 調 1  5G5/4 現  存  長 50 50cm 垂 下 端 幅 1 38om
面 剣 身 長 推   48 69cm 突 起 の 位 置 引を   17 40cln
× 印 lAl な  し (B) ――― 刃 詈5長 推  31 30cm 割方最小幅の位置

重量 (含浸前 ) 410.65富 重畳 (含浸後 ) 到  方  長 到方下端の位置
A面脊 幅 (a) 1_35cm B面脊幅(a) 40cn 茎 長 2 21cm 景 大 幅 の イ亨署

1 39cm 〃  (b) 39cm 突  起  幅 突 起 部 脊 ナ 0.80cm
″   (C)1       1 40cm ″  (C) 91万最小鴨 割 方 下 端 春 彊 0 8Bcm

1 44cm 〃  (d) 42cm 到 方下端 幅 最 大 幅 部 春 厚 0 80cm
〃  (e) 1 48cm 最  大  幅 関 部 脊 厚 0 81cm

特   徴 茎が細くて長め。突起の位置が低め。B面に巣が目立つ。A面の鏑不明瞭。
遺存状態 最大幅部端部厚

関 端 部 厚

修理中の知見 日
者
月年
測
損実
実

1994年 4月 13日
佐 藤 綾 子

鉛同位体比
207/206

17 792 0 8743 2_1614

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(%) Ag(°/c)I As(%)I B O/6) Co(%)I Fe(%)IMn(。っm: Ni(9/。)I Sb(%)IZn(oom)

5 57 0.086  1  0_53 025 0088 1  035  1  <1

鈴の蛍光X線

試 料 色 調 測 定 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(%)
Cu  Sn b Fe Sb A宜 Cu Sn Pb Fe As  Si  A K Ca CI  S その犯
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銅 剣 番 号 新 荘 波介 3号 李 長 わ∃   50_70cm

“

圭    4.70cm
切 先 方 向 負 調 |   ― 一 凱  再  長 50 55cm 垂 下 端 幅 1.40cln

面 lA 剣  身  長 つ斑   48 65om 突 起 の 位 置 18.80cln
× 印 lAl な  し lBl な  し 刃  部  長 ℃斑   31 90om 割方最小幅の位置 17_00cln

重量 (含浸前 ) 重量 (含浸後 ) 到  方  長 6 30cm 割万 卜端 の位 置 12 60cm
A面脊 幅 (a) 1 34cm B面脊 幅 (a) 1_35cm 事 長 2 05cn 最 大 幅 の 作 置 10 50cm
〃  (b) 1 36cm 1 31cm 突 起 鴨

“

こ    5 30cm 突 起 部 脊 厚 0 78cm
1 36cm 1 34cm 到 方最 小 幅

“

を    4 90cm 到 方 下 端 脊 厚 0 80cm
〃  (d) 1 36cm 〃  (d) 1 43cm 到 方下端 幅 】4    6 20cm 最 大 幅 部 脊 厚 0 84cm
〃  (e) 1 49cm 1.51cm 最 大  幅 推  6 50cln 聞 部 春 0 98cm

特 徴
脊厚がやや薄め。割方が長い。
刃部、割方の飼がかなり不明瞭。

遺存状態 最大 幅部 端詈日 0 21cm

関 端 部 0 22cln

修理中の知見
日

者

月年
測
韻実
実

1995年 3月 24日
足 立 克 己

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206

定 量分 析
Cu(O/6) Sn(0/6) 敷 (%, I As(%)I Bi(%) Co(°/c)I Fe(°/O)Mn Ni(°/6)I Sb(O/。 )IZn(DDm)

鈴の蛍光X線

試 料 色 調
測 定 条 件 1(O/6) 測 定 条 件 2(%|
Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu Sn Pb Fe As Si AI K Ca CI  S その刊
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鋼 剣 番 号 1   瓦 谷 2号 分 悧     
―

全 長 tt   49 40cm 関 幅 推    4 90cm
切 先 方 向 |    ―― 色 調  |    

―
乳  存  長 49 30cm 茎 下 端 幅 1 58cm

面 lAl ―― 剣 身 長 lt   47 60cm 突 起 の イ立 置 16 30cm

× 印 む0 な lBl な 30 20cm 号‖万景 川ヽ鴨 のイア苦 14 50cm

重量 (含浸前 ) 重量 (含浸後 ) 到  方  長 5 30cm 割 方下端 の位 置 11 50cm

A面脊 幅 (a) 1 33cm B面脊 幅僻) 30cm 茎 長 1 80cm 最 大 幅 の 位 置 11 00cm
〃  (b) 1 34cm ″  (b) 34cm 突  起  幅 tt    5 30cm 突 起 部 脊 厚 1 13cm
〃  (C) 1 42cm 〃  (C) 39cn 脊J方最 /1ヽ幅 tt    4 50cm 今J方 下 蛉 春 厚 1 20cm
〃   (d)1       1 42cm 〃  (d) 39cm 到 万 下端 嶋 謝圭    6 00cm 最 大 鴨 部 脊 厚 1 20cm

1 53cm 〃  (e) 46cln 責竜  ジく  

“

昌 推   6 10cm 関 部 脊 厚 1 16cm

特 徴
脊厚が厚い。突起の位置が低い。
やや細身の剣身。茎全体が鋳桂μすか ?

遺存状態 最 大幅部 端部 厚 0 18cm

関  端  部  厚 0 21cm

修理中の知見
実測年月日
実 測 者

1995年 3月 22日
松本岩雄・足立克己

鉛同位体比
207/206

定量分析
Cu(O/6) Sn(%) Pb(O/。 ) Ag(°/6)I As(%) (%) CO(0/。 )I Fe(9石 )IWIn(DOm Ni(°/6)I Sb(O/。 )IZn(っっm)

錆の蛍光X線

試  料 色  調
誤1冠 条 件 1(%) 誤Ⅲ 定 条 件 2 (%!

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A宣 Cu Sn Pb Fe As Si Al K Ca CI  S その4

銅 剣 番 号 瓦谷 1号 分 類 |   
―

令 長 関 幅 推   4_60cm
切 上 方 向 |    ―一 色 調 |   

―
現  存  長 40 65cm 事 下 鈴 幅 1 35cm

面 (Al          ――――― lBl 負」 身  長 突 起 の 位 置 13 80cm

①  な  し lBl な  し 刃 部  長 今」方最小幅の位置 12 30cn

重量 (含浸前 ) 重量 (含浸後 ) 到  方  長 4 00cm 到 方下 端 の位 置 9 80cm

A面春 幅 (a)1   1 40cm B面春 幅 0) 40cm 事 長 1 90cm 最 大 幅 の 位 置 9 20cm
〃   (b)1       1 48cm 40cm 姿  起  幅 5 20cm 突 起 部 春 厚

〃   (C)1        1 45cm 40cm 号UナテJ衰 /1ヽ中邑 推   4 65cm 到 方 下 端 脊 厚 1 00cm
〃   (d)1       1 45cm 〃  (d) 42cm 今U方下端 幅 6 10cm 最 大 幅 部 脊 厚

″   (e)1       1 45cm 〃  (e) 45cm 最  大  幅 6 30cm 関 部 脊 厚 0 90cm

特 徴
脊厚が厚い。突起の位置が低い。今」方が短かく、割方
下端が張りだす。

遺存状態 最 大 幅部 蛉部 厚

周 端 部 厚

修理中の知見
実測年月日
実 狽1 者

1993年 10月 30日

吉 田  広

鉛同位体比
207/206

定量分析
Cu(%) Sn(%) Ph(%) A買 (%)I As(%, I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(pprr Ni(%, I Sb(%)IZn(ppm)

錆の蛍光X線

試 料 色 調
測 定 条 件 1 (%: 定 条 件 2 (%)
Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu Sn Pb Fe As Si Al K Ca CI  S そのrll
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銅 剣 番 サ 瓦 谷 7号 頻 自 |      
―

全 長 関 幅

切 先 方 向 御`調 |    ――― 現 長 44 05cm 茎 下 端 幅 1 45cm
面 lAl ―― lBl ―― 長 突 記 の イ▼ 着 推  16 10cln
× 印 lAl な  し lBl な  し 刃 部  長 到万長小幅の位置

重量(含浸前) 重量 (含浸後 ) 到  万  長 到 方下端 の位 置

A面脊 幅 (a) 20cm B面脊 幅 (a) 茎 長 1 90cm 最 大 幅 の 位 置
〃  (b) 25cm 〃  (b) 突 起  幅 突 起 部 杏 厚
〃  (C) 35cm 〃  (C) 40cm 割 方最 小 幅 割方下端脊厚

40cm 〃  (d) 45cln 袴J方下端 幅 最 大 幅 部 脊 厚
〃  (e, 60cln 〃  (e) 55cm 最 大  幅 関 部 脊 厚 1 25cm

特   徴 脊厚が厚
い。欠損著しい。元部に穿孔あり。

茎にタガネ状工具によるような切り込みあり。
遺存状態 最大 幅部端 都厚

関 端 部 厚
修理中の知見

日

者

月年
測
瀕実
実

日
己

月
克

年
立

・９
足

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206

定量分析
Cu(°/6) Sn(%) Pb(% A宜 (°/。 )I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(°/n〕 IMn Ni(%) Sb(%) IZn(っっna)

錆の蛍光X線

試 料 色 調
条 件 1 (%) 測 定 条 件 2(° /c)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A宣 Cu Sn Pb Fe As Si  AI  K Ca CI  S そC

銅 貪u番 号 瓦谷 6号 全 長 ℃毘   50.60cm 関 幅

切 先 方 向 |    ―― 現  存  長 50 20cm 墓 下 端 幅 推   1.30cn
面 lAl ―― lBl 

―
剣  身  長 つ昆   48 10cIIl 突 起 の 位 置 15 70cm

lAl な  し lBl な  し 刃 部  長 ℃見   32 40cm 到方最小幅の位置

“

圭   13 60cm
重量 (含浸前 ) 重暑 浸後 ) 到  チア 長 4 90cm 割 方下端 の位 置 10 80cm
A面脊 幅 (a) 31cm B面青 幅 (a) 復 36cnl 茎 長 推  2 50cnl 最 大 幅 の イア 着 8 20cm
〃  (b)   優 34cm 〃  (b) 復 40cm 突  起  幅 突 起 部 脊 厚 0 97cm
〃  (C) 復 35cm 〃  (C) 復 42cm ruチァJ衰 /1、叩邑 到 方 下 端 脊 厚

“

4    0 98cm
〃  (d) 復 39clll 復 48cm 割 方下 端 幅 最 大 幅 部 脊 厚 確   1_01cln
″  (e) 44cln 〃  (C) 52cm 最  大  幅 関 部 春 厚 見々    1 05ctn

特   徴 脊厚が厚
い。突起の位置が低い。茎が細くて長ψ

突起の突出が目立つ。全体に細身の銅剣。
遺存状態 最大幅部端部厚 0 13cm

関  端 部  厚 0 17cm

惨理中の知見 日
者

月年
測
実
実

1995年 3月 23日
吉 田   広

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(%) A宣 (%)I As(O/6)I B (%Ⅲ Co(%)I Fe(%)IMn(ppm Ni(%)I Sb(%)IZn(DDm)

錆の蛍光X線

試 料 色 調
IRl冠 条 件 1 (%) 測 定 条 件 2(%
Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  AIF Cu Sn Pb Fe As  Si  A K Ca CI  S そのrl

銅剣 番 号 1   瓦谷 5号 分 劉     
―

令 長 推  51 60cm 関 推  5 20cm
切 弁 方 向 |    ―一 色 調 |  

―
現  存  長 51 50cm 茎 下 端 幅 1 50cm

面 lAl ―― (Iリ          ーーーーー 剣  身  長 引圭   49 60cm 突 起 の 位 置 16_00cm
lAl な  し lBl な  し 刃  部  長 引上   38 60cm 到方最小幅の位置 13 60cm

重量 (含浸前 ) 割  方  長 5 00cn 到 方下齢 の位 置 11 00cm
A面脊 幅 (→ 35cm B面脊 幅 (a) 1 38cm 率 長 2 00cm 景 大 幅 の 位 着 8 50cm

1 41cm 〃  (b) 1 42cm 突  起 推   5 50cm 突 起 部 脊 厚 0 99cm
″   (C)1       1 47cm 〃  (C) 52cm 権   5 00cm 到 方 下 端 春 厚 1 10cm
〃   (d)1       1 51cm 1.52cm 奪U方下端 幅 推   6 10cnl 最 大 幅 部 脊 厚 14cn
〃   (e)1       1_55cm 〃  (e) 1 67cm 最  大  幅 推   6 40cm 関 部 脊 厚 1.18cm

特   徴 脊厚
が厚い。突起の位置が低い。刃部の幅が狭く細長
い。B面脊と翼の境、際取り明瞭。

遺存状態 最 大 幅部端 部 厚 0 195cm

関 端 部 厚 0 18cm

修理中の知見 日
者
月年
測
韻実
実

1995年 3月 23日
松本岩雄・足立克己

鉛同位体比
207/206

定量分析
Cu(%, Sn(%) Pb(°/。 ) Ag(%)I As(°/a) (O/6Ⅲ Co(%)I Fe(%)IMn(っっm) Ni(%)I Sb(%)IZn(DDm

錆の蛍光X線

試 料 色 調 測 冠 条 件 ユ (%) 測 定 条 件 2(° /0)
Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A営 Cu  Sn  Pb  Fe  As  Si A K  Ca Ci  S そのFfI



図版 176中四国地方出上の関連銅剣 (瓦谷 5～ 7号 )

』ぐ
ぽ
　
ハ
）

ｎ
Ａ
∩
リ
ーｌ
ｕ
‐

Λ

Ψ

　

　

　

Ｉ

ｌ

ｌ

Ａ
）
―

ヽ
ｌ
ｋ
（
）

―

Ｉ
Ｉ
（
）
　
―

Ｉ
Ｉ
Λ
）

―





IIゝ

Ａ
州
――
‐――
胤
Ⅶ

―
＝

‐
――

性

冊

Ⅲ

胤

仰
―――
劇
脚
側
国
剛

＝
＝
――
に

・弐

　

　

‐
リ

た

　

く

中四国地方出上の関連銅剣 (源田)と銅矛 (瓦谷)
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島根県内出上の銅鐸 (志谷奥 1号 ) 図版 178



島根県内出上の銅鐸 (志谷奥 2号 ) 図版179
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島根県内出上の銅鐸 (伝出雲) 図版180
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島根県内出上の銅鐸 (伝熊野) 図版 181

Ｆｏ
Ｏ
一



図版 182島根県内出上の銅鐸 (中野 1号 )
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伝徳島県脇町出上銅鐸 図版 183
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鋳造実験 石型取り出し後と研磨後
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鋳造実験 砂 (上)型取り出し後と研磨後
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鋳造実験 砂 (上)型甲張り落とし後と研磨後
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